
(様式第 10) 

         筑大病品安第 17-128 号  

平成２９年１０月 ５日  

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名 国立大学法人筑波大学長 永田 恭介  (印) 

 

筑波大学附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1  

 氏   名  国立大学法人筑波大学長 永田 恭介 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

 筑波大学附属病院 

 

3 所在の場所 

〒305-8576 茨城県つくば市天久保2-1-1                          

     電話(029)853－3900  

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1呼吸器内科         2消化器内科           3循環器内科          4腎臓内科           

  5神経内科           6血液内科             7内分泌内科          8代謝内科           

  9感染症内科         10アレルギー疾患内科またはアレルギー科     11リウマチ科 

 診療実績 
 「7 内分泌内科」及び「8 代謝内科」にて提供される医療は、「内分泌・代謝・糖尿病内科」に

て提供している。 
 

(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付

けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 
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(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1呼吸器外科           2消化器外科          3乳腺外科           4心臓外科           

  5血管外科             6心臓血管外科        7内分泌外科         8小児外科 

 診療実績 
 「3 乳腺外科」及び「7 内分泌外科」にて提供される医療は、「乳腺・内分泌外科」にて提供し

ている。 
 
 

(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科 

 8産科    9婦人科  10眼科     11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   2矯正歯科  3口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1臓器移植外科 2腫瘍内科 3形成外科 4リハビリテーション科 5頭頸部外科 6病理診断科  7  

  8           9         10          11          12           13          14 

 15          16         17          18          19           20          21 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

４１床 床 床 床 ７５９床 ８００床 
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6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        601人   56人  609.1人  看 護 補 助 者         47人 診療エックス線

技師 

 0 人 

 歯 科 医 師         14人   4人   14.2人  理 学 療 法 士           35人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

 70人 

 薬 剤 師         57人  5人   61.2人  作 業 療 法 士            12人 衛生検査技

師 

0人 

 保 健 師         0人   0人      0人  視 能 訓 練 士             6人 そ の 他        0人 

 助 産 師         45人 3人  46.6人  義 肢 装 具 士             0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師       782人 44人  809.7人  臨 床 工 学 士  27人 医療社会事業従

事者 

    6人 

 准 看 護 師          0人   0人    0人  栄  養  士            0人 その他の技術員           33人 

 歯科衛生士      3人   0人      3人  歯 科 技 工 士          2人 事 務 職 員          205人 

 管理栄養士      9人   1人    9.2人  診療放射線技師     50人 その他の職員           30人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                       （平成２９年１０月 １日） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 78 人 眼 科 専 門 医 10 人 

外 科 専 門 医 58 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人 

精 神 科 専 門 医 14 人 放射線科専門医 19 人 

小 児 科 専 門 医 30 人 脳神経外科専門医 23 人 

皮 膚 科 専 門 医 8 人 整形外科専門医 35 人 

泌尿器科専門医 16 人 麻 酔 科 専 門 医 21 人 

産婦人科専門医 18 人 救 急 科 専 門 医 5 人 

  合 計 346 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（松 村  明） 任命年月日 平成２６年 ４月 １日 

組織リスクマネージャー歴５年（平成16年４月１日～平成21年3月31日） 

リスクマネージメント委員会委員歴7年（平成19年4月1日～平成26年3月31日） 

リスクマネージメント委員会委員長歴 3 年 6 ヶ月（平成 26 年 4 月 1 日～現在） 
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9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数        705 人         9 人            714 人 

 １日当たり平均外来患者数            1,645人             59 人          1,704 人 

 １日当たり平均調剤数                                                             1,914.6剤  
必要医師数 171人  

必要歯科医師数 2人  
必要薬剤師数 24人  

必要（准）看護師数 414人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

457.67m 2 

 

 

鉄筋コン 

クリート 

 

   病 床 数    20床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積      684.49m 2   病床数        35床 

［移動式の場合］ 台 数       0台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積    43.91m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室  67.6m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）尿定性検査機、尿定量検査機 

細菌検査室 170.41m 2 同上   （主な設備）血液培養機、薬剤感受装置 

病理検査室 384.6m 2 同上   （主な設備）自動包埋装置、自動染色機、自動封入機 

病理解剖室   54m 2 同上   （主な設備）解剖台 

研 究 室 801.76m 2 同上   （主な設備）机、椅子、書棚、PC 
講 義 室 2,434 m 2 同上    室数      17室  収容定員       2,102人 

図 書 室  2,793 m 2 同上    室数        1室  蔵 書 数     171,381冊 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 
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11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 90.6 ％ 逆 紹 介 率 79.2 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                   17,981 人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                16,439 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                     820 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                     20,758 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柳田 国夫 東京医科大学

茨城医療セン

ター副院長 

○ 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

有・無 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

宮本 恭子 リレー・フォー

・ライフ・ジャ

パン茨城実行

委員会実行委

員長 

 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

佐藤 総一郎 国立大学法人

筑波大学監事 

 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

病院ホームページにて公表している。 
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1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

220人　

0人　

39人　

18人　

3人　

4人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

陽子線治療

末梢血幹細胞による血管再生治療

ＥＢウイルス感染症迅速診断（リアルタイムＰＣＲ法）

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

前眼部三次元画像解析

内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

（様式第2）
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2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

1人　

0人　

0人　

0人　

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間に
一回投与するものに限る）の併用療法

経胎盤的抗不整脈投与療法

術後のホルモン療法及びＳ-1内服投与の併用療法

コレステロール塞栓症に対する血液浄化法

放射線照射前に大量メトトレキサート療法を行った後のテモゾロミド内服投与及び放射線治療の併用療法
並びにテモゾロミド内服投与の維持療法

陽子線治療　肝内胆管がん

陽子線治療　肝細胞がん

テモゾロミド用量強化療法

（様式第2）

7/88



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）
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疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 10 56 ベーチェット病 82
2 筋萎縮性側索硬化症 23 57 特発性拡張型心筋症 61
3 脊髄性筋萎縮症 3 58 肥大型心筋症 12
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 3 60 再生不良性貧血 46
6 パーキンソン病 152 61 自己免疫性溶血性貧血 0
7 大脳皮質基底核変性症 5 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 5
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 33
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 2 65 原発性免疫不全症候群 6
11 重症筋無力症 138 66 IgＡ 腎症 25
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 42
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 112 68 黄色靱帯骨化症 7

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
21 69 後縦靱帯骨化症 45

15 封入体筋炎 8 70 広範脊柱管狭窄症 0
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 94
17 多系統萎縮症 20 72 下垂体性ADH分泌異常症 16
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 46 73 下垂体性TSH分泌亢進症 2
19 ライソゾーム病 3 74 下垂体性PRL分泌亢進症 2
20 副腎白質ジストロフィー 2 75 クッシング病 8
21 ミトコンドリア病 19 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 3
22 もやもや病 21 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 34
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 63
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 1 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 1
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 9 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 77
30 遠位型ミオパチー 1 85 特発性間質性肺炎 20
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 28
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 19
34 神経線維腫症 13 89 リンパ脈管筋腫症 3
35 天疱瘡 41 90 網膜色素変性症 27
36 表皮水疱症 4 91 バッド・キアリ症候群 2
37 膿疱性乾癬（汎発型） 7 92 特発性門脈圧亢進症 2
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 93 原発性胆汁性肝硬変 24
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 1
40 高安動脈炎 42 95 自己免疫性肝炎 9
41 巨細胞性動脈炎 2 96 クローン病 104
42 結節性多発動脈炎 17 97 潰瘍性大腸炎 215
43 顕微鏡的多発血管炎 60 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 16 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 3
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 10 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 17 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 16 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 1 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 487 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 163 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 110 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 47 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 41 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 12 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 3 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）
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4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 5
113 筋ジストロフィー 4 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 2 167 マルファン症候群 0
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 0
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 2
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 1
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 1 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 2
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 1
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 1
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 2 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 1 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 1 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 1
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 3
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4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 4 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 1 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 0
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 1 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 12 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 6
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 1 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 1 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 2 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 1 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 1 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 1
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 14
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 1
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 1
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4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

308 進行性白質脳症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0 327

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも
のに限る。）

0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 0
318 シトリン欠損症 0 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。
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5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・病棟薬剤業務実施加算１ 　・

　・病棟薬剤業務実施加算２ 　・

　・データ提出加算 　・

　・ハイリスク分娩管理加算 　・

　・総合評価加算 　・

　・呼吸ケアチーム加算 　・

　・患者サポート体制充実加算 　・

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・

　・ハイリスク妊娠管理加算 　・

　・摂食障害入院医療管理加算 　・

　・医療安全対策加算1 　・

　・感染防止対策加算1 　・

　・緩和ケア診療加算 　・

　・精神科身体合併症管理加算 　・

　・精神科リエゾンチーム加算 　・

　・療養環境加算 　・短期滞在手術等基本料1

　・無菌治療室管理加算1 　・入院時食事療養（Ⅰ）

　・無菌治療室管理加算2 　・

　・医師事務作業補助体制加算1 　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・急性期看護補助体制加算 　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・看護職員夜間配置加算 　・小児入院医療管理料1

　・特定機能病院入院基本料 　・精神科急性期医師配置加算

　・超急性期脳卒中加算 　・特定集中治療室管理料4

　・診療録管理体制加算1 　・ハイケアユニット入院医療管理料1

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料 　・退院支援加算

　・歯科診療特別対応連携加算 　・精神疾患診療体制加算

（様式第2）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・HPV核酸検出及びHPV核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ)

　・検体検査管理加算Ⅳ 　・運動器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・国際標準検査管理加算 　・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ)

　・在宅植込型補助人工心臓(非拍動流型)指導管理料 　・外来化学療法加算1

　・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定 　・無菌製剤処理料

　・遺伝学的検査 　・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ)

　・医療機器安全管理料2 　・心臓MRI撮影加算

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・乳房MRI撮影加算

　・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・薬剤管理指導料 　・遠隔画像診断

　・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 　・CT撮影及びMRI撮影

　・医療機器安全管理料1 　・冠動脈CT撮影加算

　・ニコチン依存症管理料 　・内服・点滴誘発試験

　・がん治療連携計画策定料 　・CT透視下気管支鏡検査加算

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・画像診断管理加算2

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・補聴器適合検査

　・院内トリアージ実施料 　・コンタクトレンズ検査料1

　・外来放射線照射診療料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・がん患者指導管理料3 　・皮下連続式グルコース測定

　・外来緩和ケア管理料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） 　・神経学的検査

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・胎児心エコー法

　・がん患者指導管理料1
　・胎児心エコー法時間内歩行試験及びシャトルウォーキング
テスト

　・がん患者指導管理料2 　・ヘッドアップティルト試験

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・高度難聴指導管理料 　・遺伝カウンセリング加算

　・糖尿病合併症管理料 　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

（様式第2）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）

　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴わないもの）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴うもの））

　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・生体腎移植術

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・膀胱水圧拡張術

　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセド
ウ甲状腺全摘(亜全摘)術(両葉)、内視鏡下副甲状腺(上皮小
体)腺腫過形成手術

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・腹腔鏡下膵頭十二指腸 切除術

　・網膜再建術 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術、植込型骨導
補聴器交換術及び人工中耳用

　・同種死体腎移植術

　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。） 　・腹腔鏡下肝切除術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

　・生体部分肝移植術

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る。）

　・小児補助人工心臓

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・植込型補助人工心臓(非拍動流型)

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算
　・胆管悪性腫瘍手術(膵頭十二指腸切除及び肝切除(葉以
上)を伴うものに限る。)

　・CAD/CAM冠
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・歯科技工加算１及び２ 　・大動脈バルーンパンピング法（IABP法）

　・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算 　・補助人工心臓

　・エタノールの局所注入（甲状腺） 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・エタノールの局所注入（副甲状腺）
　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術

　・透析液水質確保加算2
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

　・精神科ショート・ケア「大規模なもの」 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・精神科デイ・ケア「大規模なもの」 　・経カテーテル大動脈弁置換術

　・医療保護入院等診療料 　・経皮的中隔心筋焼灼術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・がん患者リハビリテーション料 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・歯科口腔リハビリテーション料２
　・肺悪性腫瘍手術(壁側・臓側胸膜全切除(横隔膜、心膜合
併 切除を伴うもの)に限る。)

（様式第2）
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6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

　・粒子線治療

　・粒子線治療適応判定加算

　・粒子線治療医学管理加算

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・1回線量増加加算

　・強度変調放射線治療（IMRT）

　・画像誘導放射線治療加算（IGRT）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・高エネルギー放射線治療

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・歯周組織再生誘導手術

　・胃瘻造設術(経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻
造設術を含む。) (医科点数表第2章第10部手術の通則の16
に掲げる手術)

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・輸血管理料1

　・輸血適正使用加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 　・テレパソロジーによる術中迅速細胞診

　・胎児胸腔・羊水腔シャント術 　・病理診断管理加算2

（様式第2）
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7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週9回程度実施

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　　　　　　　30例　　　／　　剖検率      　　9%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・粒子線治療 　・

　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バ
セドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状
腺（上皮小体）腺腫過形成手術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）
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1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委 　計234件

(注) 1

2

3

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なも
のを記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入する
こと。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又
は委託元を記入すること。

別紙のとおり

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元

（様式第3）
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研究課題名 研究者代表者氏名 所属部門 金額（円） 補助元又は委託先

1
3次元エコー図による右室機能と同期不全評
価法の研究 石津 智子 循環器（内）診療グループ 3,380,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

2
後期高齢者における包括的な心エコー図指
標に関する基準値の策定 瀬尾 由広 循環器（内）診療グループ 2,080,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

3
好中球細胞外トラップに焦点をあてた新視点
からの心筋梗塞に伴う炎症の制御 田尻 和子 循環器（内）診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

4 心筋梗塞後炎症の制御機構の解明 木村 泰三 循環器（内）診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

5 心房細動の発症におけるNampt役割の解明 許　東洙 循環器（内）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

6

心房細動および致死性不整脈に対する革新
的な腎交感神経アブレーション治療法の確
立 町野　毅 循環器（内）診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

7
J波症候群における次世代シークエンサーを
用いた包括的遺伝子解析 黒木 健志 循環器（内）診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

8
持続性心房細動における心房内異常電位の
成因と機序の解明 村越 伸行 循環器（内）診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

9
腹部大動脈瘤の病態形成における好中球細
胞外トラップの役割解明と治療への応用 佐藤　明 循環器（内）診療グループ 2,210,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

10
自然発症心室性不整脈突然死モデルマウス
の分子生理学的機序の解明とその臨床応用 青沼和隆 循環器（内）診療グループ 8,580,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

11
運 動 は Nrf2 を 活 性 化 し 組 織 障 害 因 子
TWEAKに誘発される肥満肝疾患を改善する 久賀圭祐 循環器（内）診療グループ 7,930,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

12
肺高血圧症におけるポリアミン系活性化の意
義解明と新規治療法の開発 酒井　俊 循環器（内）診療グループ 1,430,000

補　 挑戦的萌芽研究

13
ナノ粒子を用いた血管炎症病変の非侵襲的
診断および治療法の探求 小菅 寿徳 循環器（内）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

14 心房細動の発症におけるNampt役割の解明 許　東洙 循環器（内）診療グループ 14,300,000

委  国際共同研究加速基金
　　　（国際共同研究強化）

15

放射光微小冠動脈造影を用いた微小冠動
脈の機能評価法確立および虚血性心疾患へ
の応用 坂本裕昭 循環器（外）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

16

肺高血圧症における放射光微小血管撮影法
を用いた微小血管血流変化と血管内皮細胞
障害 徳永千穂 循環器（外）診療グループ 520,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

17
MK-7低産生菌、短時間発酵と紫外線加工
によるビタミンK低減化納豆開発と性能試験 平松祐司 循環器（外）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

18 MDM４を標的とした新規癌治療の開発研究 山本　祥之 消化器（内）診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

19
肝細胞癌に対する腫瘍融解ワクシニアウイル
スJX-594と一過性免疫抑制の併用効果 長谷川　直之 消化器（内）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

20
p53変異型癌細胞におけるp73活性化を応用
した新規癌治療の基礎研究 兵頭 一之介 消化器（内）診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

21
遺伝子レスキューマウス解析による肥満肝発
癌を制御する組織・細胞Nrf2の役割解明 石毛　和紀 消化器（内）診療グループ 3,770,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）
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22
遺伝子レスキューマウス解析によるNASH発
癌を制御する組織・細胞Nrf2の役割解明 石毛　和紀 消化器（内）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

23
肝脂肪酸エネルギー代謝異常による新しい
NASH発症機序の解明 溝上裕士 消化器（内）診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

24
ポルフィリン螢光を利用した血中循環腫瘍細
胞捕捉技術に関する研究 松井裕史 消化器（内）診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

25

経口血小板増多剤による肝硬変に対する新
規肝再生、線維化改善及び発癌予防法の確
立 大河内 信弘 消化器（外）診療グループ 3,750,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

26
ヒト胎盤羊膜由来間葉系幹細胞のバイオバン
クの創設 大河内 信弘 消化器（外）診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

27
iCAF：iPS由来の癌線維芽細胞による膵癌幹
細胞、間質幹細胞の糖鎖標的探索 小田 竜也 消化器（外）診療グループ 6,370,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

28
糖鎖標的癌治療；癌幹細胞の特異的糖鎖に
対するﾚｸﾁﾝ-ﾄｷｼﾝによる新規癌治療 小田 竜也 消化器（外）診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

29
ヒト免疫システムを持つヒト肝臓化ラットの確
立とヒト肝疾患・治療モデルへの応用 鄭 允文 消化器（外）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

30
肝類洞内皮細胞を標的としたsiRNAを用いた
新規肝疾患治療薬の開発 田村 孝史 消化器（外）診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

31
肝転移抑制を目指した癌細胞接着・浸潤メカ
ニズムの解明と予防法の開発研究 近藤 匡 消化器（外）診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

32
消化器癌に特異的な糖鎖暗号（sugar code）
の解読 橋本 真治 消化器（外）診療グループ 2,470,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

33
糖鎖発現解析による腎移植後慢性拒絶反応
の新規診断法の開発 高野 恵輔 消化器（外）診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

34
徐放性ハイドロゲル製剤を用いた新規消化
管縫合不全予防製剤の開発 久倉 勝治 消化器（外）診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

35
大腸癌におけるCD44variant9発現の意義と
新規診断法の開発 榎本 剛史 消化器（外）診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

36
可変3D画像・タッチレスインタフェースを用い
た鏡視下手術ナビゲーションの開発 明石 義正 消化器（外）診療グループ 910,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

37
Patient dependent 力 覚 体 感 型 手 術エ ミュ
レータ開発 大城 幸雄 消化器（外）診療グループ 1,100,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

38
CTとMRIを融合させる多元型変形可能な膵
臓手術シミュレーションソフトの開発研究 大城 幸雄 消化器（外）診療グループ 1,700,000

補　科学研究費補助金
 　　新学術領域研究
　　（研究領域提案型）

39

経口感染によるウイルス性肝炎（Ａ型及びＥ
型）の感染防止、病態解明、治療等に関する
研究

大河内 信弘 消化器（外）診療グループ 2,400,000

委　日本医療研究開発機構
　　 感染症実用化研究事業
     肝炎等克服実用化研究事業

40

次世代型3D-CG手術テキストを活用した，革
新的外科学教育システムの構築－卒前・卒
後・生涯教育環境の充実による外科医不足
の解消－

大河内 信弘 消化器（外）診療グループ 24,500,000

補　文部科学省 特別経費

41
ゲノム情報に基づく難治性気道疾患のエンド
タイプの解明に向けた基盤研究

　
檜澤　伸之 呼吸器（内）診療グループ 5,070,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

42
自動車排ガスの炎症応答に関連するバイオ
マーカーの研究動向調査 石井　幸雄 呼吸器（内）診療グループ 810,000

委　財団法人
　　 日本自動車研究所
　　 受託研究

43
新規モデルを用いた非自己免疫性肺胞蛋白
症の病態解明と治療法の開発 石井　幸雄 呼吸器（内）診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

44
慢性炎症性呼吸器疾患におけるヘルパーＴ
細胞と炎症性マクロファージのクロストーク

　
森島　祐子 呼吸器（内）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）
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45 難治性喘息の病態解明: IL-17Fの意義
　
川口　未央 呼吸器（内）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

46
肺線維症における活性酸素シグナリングの役
割とその制御機構 松野　洋輔 呼吸器（内）診療グループ 2,210,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

47
気道リモデリング形成に伴うSiglecを介した好
酸球炎症制御経路障害の解明

　
際本　拓未 呼吸器（内）診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

48
IgE感作後の臓器感受性の違いに着目した
花粉症病態の検討 増子　裕典 呼吸器（内）診療グループ 2,340,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

49
肺エアリーク定量モニタリングの臨床応用と
気瘻に対する新しい治療ストラテジーの構築 酒井　光昭 呼吸器（外）診療グループ 5,070,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

50 外科手術用の高強度魚ゼラチン接着剤開発 佐藤　幸夫 呼吸器（外）診療グループ 4,080,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

51
霊長類モデルを用いた革新的な術後ＳＩＲＳ
/ARDS発症メカニズムの探求 後藤　行延 呼吸器（外）診療グループ 3,510,000

補　挑戦的萌芽研究

52
細胞接着分子ＣＡＤＭ１を分子標的とする小
細胞肺癌の治療法の開発 菊池　慎二 呼吸器（外）診療グループ 4,420,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

53
胸腔内に存在する癌細胞の進展に関する実
験研究 鬼塚正孝 呼吸器（外）診療グループ 2,500,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

54

腎臓発生研究成果を臨床医療に応用するた
めの基盤研究-腎疾患モデルと臓器再生モ
デル 臼井　丈一

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 1,040,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

55
肥満細胞の機能制御による血管炎治療法の
探索 永井　恵

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 研究活動スタート支援

56
慢性腎臓病進行抑制のための医薬連携シス
テムの確立と検証 斎藤　知栄

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 390,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

57
転写因子異常による巣状糸球体硬化症発症
機序の解明 森戸　直記

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

58

慢性腎臓病(CKD)進行例の実態把握と透析
導入回避のための有効な指針の作成に関す
る研究 山縣　邦弘

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 44,768,000

委　日本医療研究開発機構
 　　（腎疾患実用化研究事業）

59
高齢者のMPO-ANCA産生機序解明とその
治療応用 永井　恵

腎泌尿器（内）診療グルー
プ 700,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

60
多系統動物モデルを用いた尿路上皮癌の発
癌進展における腫瘍微小環境の解明 西山　博之

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 3,639,500

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

61
土壌菌菌体成分であるミコール酸による抗腫
瘍免疫製剤の開発 西山　博之

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

62
精巣腫瘍の組織分化におけるエピジェネティ
クス制御の解明 河合　弘二

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

63
腎細胞癌の発生と肉腫様変化におけるＲＡＣ
２－ＶＡＶ１シグナルの役割 小島　崇宏

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

64
膀胱癌における免疫環境と遺伝子変異の包
括的解析によるBCG抵抗性機序の解明 常樂　晃

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

65
進行膀胱癌に高発現するGPNMBを標的とし
た環状ペプチドの開発 木村　友和

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　若手研究(B)

66
BCG細胞莢膜成分を用いた、全身投与可能
な新規癌治療製剤の開発 宮﨑　淳

腎泌尿器（外）診療グルー
プ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

67
Elovl6による脂肪酸の質的変容が起こす多
臓器代謝病態と脳行動異常のメカニズム 島野　仁

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 12,480,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（Ａ）
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68
横紋筋融解症発症モデルマウスにおける
オートファジー異常の分子メカニズム 島野　仁

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

69
脂肪酸の鎖長を基軸とした疾患の制御機構
と医療展開に向けた基盤構築 島野　仁

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 23,920,000

委　日本医療研究開発機構
　　 AMED-CREST

70
生活習慣病におけるmicroRNAのバイオマー
カーとしての意義に関する研究 鈴木　浩明

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 2,080,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

71
転写因子CREB3L3による複合的な生活習慣
病改善に関わる新規因子の同定 岩崎 仁

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

72
エネルギー代謝制御を担う核内情報処理機
構の解明と生活習慣病治療への応用 矢作　直也

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 4,680,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

73
多価不飽和脂肪酸の作用ドメイン解明から新
規高トリグリセリド血症治療薬へ 矢作　直也

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

74
新規エネルギー代謝センサー分子によって
制御される脂質代謝経路の解明と医療応用 関谷　元博

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 14,690,000

委  日本医療研究開発機構
      AMED-PRIME

75
生活習慣病予防における脂肪酸組成制御の
有用性の解明と健康科学への応用 松坂　賢

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 4,680,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

76
腸肝循環から始まる栄養代謝と炎症による複
合炎症を対象とした生活習慣病の解析 中川 嘉

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 3,770,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

77
脂質代謝と小胞体ストレスをつなぐCREBHの
非アルコール性脂肪肝発症における役割

 
小林 和人

内分泌代謝・糖尿病（内）診
療グループ 1,560,000

 補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

78 自己免疫疾患に関する調査研究 住田　孝之
膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 23,952,000

補　厚生労働科学研究費補助金
     （難治性疾患等政策研究事業）

79 自己免疫疾患のイノベーション研究 住田　孝之
膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 27,300,000

委　日本医療研究開発機構
　　委託研究開発費
     （難治性疾患実用化研究事業）

80
関節炎における炎症性サイトカインと自己免
疫応答相互の制御 松本　功

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

81
間質性肺炎発症におけるヒトCD161陽性γ
δ陽性T細胞の関与 後藤　大輔

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

82
IgG4関連疾患におけるCCL18-CCR8と疾患
特異的治療標的分子の探索 坪井　洋人

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

83
自己免疫性関節炎における病原性T細胞の
分化制御機構の解析 近藤　裕也

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

84
シェーグレン症候群における抗原特異的治
療法の新規構築 浅島　弘充

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 2,080,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

85
関節リウマチにおける抗原特異的治療法の
構築 廣田　智哉

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

86
シェーグレン症候群における新規治療標的
分子NR4A2とDPP4 髙橋　広行

膠原病リウマチアレルギー
内科診療グループ 1,600,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

87
エイジングに伴うエピゲノム変化に注目した
造血幹細胞の前がん化機構 千葉　滋 血液内科診療グループ 5,590,000

補　科学研究費補助金
　　 新学術領域研究
　　　(研究領域提案型)

88 骨髄赤芽球造血ニッチの解明 千葉　滋 血液内科診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

89

血管免疫芽球性T細胞リンパ腫の病態解明と
診断・治療法開発をめざす統合的アプロー
チ 千葉　滋 血液内科診療グループ 20,280,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（A）

90
新たな巨核球分化経路の探索と、造血幹細
胞移植マウスモデルにおける応用 栗田　尚樹 血液内科診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）
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91
難治性白血病の病態解明（Notchシグナルに
よる白血病抑制機構の破綻） 加藤　貴康 血液内科診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

92
T細胞リンパ腫の支持環境細胞クローン進化
の解析 坂田　麻実子 血液内科診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　挑戦的萌芽研究

93
同種骨髄移植後の新規免疫モニタリングシス
テムと免疫寛容メカニズムの解明 錦井　秀和 血液内科診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

94
成人慢性好中球減少症の診療ガイドライン
作成に向けた予後追跡調査 千葉　滋 血液内科診療グループ 9,880,000

委　日本医療研究開発機構
　　　（難治性疾患実用化研究）

95

血液がんにおける腫瘍細胞と微小環境との
相互作用の分子メカニズムに基づく治療標
的の照準化 千葉　滋 血液内科診療グループ 34,000,000

委　日本医療研究開発機構
（次世代がん医療創生研究事

業）

96

末梢性T細胞リンパ腫における特異的RHOA
遺伝子変異を利用した診断および標的治療
の開発 千葉　滋 血液内科診療グループ 500,000

補 特別ー産学連携推進プロジェ
クト
　　 共同研究プロジェクト

97
急性骨髄性白血病と骨髄微小環境の相互作
用における分子メカニズムの解明 加藤　貴康 血液内科診療グループ 1,000,000

補　公益財団法人
　　かなえ医薬振興財団

98
蓄積蛋白質の構造異常による認知症の分子
病理診断法およびモデル動物の開発 新井　哲明 精神神経科診療グループ 1,040,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

99
タンパク質-RNA相互作用が及ぼす神経変
性疾患の病態機序の解明 東　晋二 精神神経科診療グループ 910,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

100
東日本大震災後5年後の被災者・避難者ここ
ろのケアニーズ調査事業 太刀川　弘和 精神神経科診療グループ 3,000,000

補  茨城県保健福祉部
　　 平成28年度

茨城県自殺防止対策モデル事
業

101
大学生の自殺予防を目的とするメンタルヘル
スリテラシー教育手法の開発 太刀川　弘和 精神神経科診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

102
脳情報の可視化と制御による活力溢れる生
活の実現（脳情報クラウド） 根本　清貴 精神神経科診療グループ 7,370,000

委　国立研究開発法人
　　 科学技術振興機構
　　 革新的研究開発推進
　　プログラム （ImPACT）

103
脳情報の可視化と制御による活力溢れる生
活の実現（ユースケース） 根本　清貴 精神神経科診療グループ 2,881,000

委　国立研究開発法人
　　 科学技術振興機構
　　 革新的研究開発推進
　　プログラム （ImPACT）

104
皮膚筋炎におけるB細胞と自己抗体の病態
関与メカニズムの解明 藤本　学 皮膚科診療グループ 5,980,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

105
皮膚苔癬反応におけるランゲルハンス細胞
によるCD8　T細胞抑制機構の解明 沖山　奈緒子 皮膚科診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

106
ヒト皮膚resident memory T細胞と皮膚疾患の
関わりに関する解析 渡辺　玲 皮膚科診療グループ 2,340,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

107 ロリクリン欠損が末梢免疫に与える影響 石塚　洋典 皮膚科診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 研究活動スタート支援

108

移植片対宿主病（GVHD）様皮膚粘膜疾患
モデルを用いた苔癬反応における表皮角化
細胞アポトーシス機構の解明と治療法開発 沖山　奈緒子 皮膚科診療グループ 500,000

補　一般財団法人
　　 リディアオリリー記念
      ピアス皮膚科学振興財団

109
皮膚疾患臨床像の多様性におけるヒト皮膚T
細胞の役割の検討 渡辺　玲 皮膚科診療グループ 2,000,000

補　ロート皮膚医学研究基金
　
 

110
尋常性乾癬における皮膚resident memory T
細胞マーカーCD69、CD103の役割の検討 渡辺　玲 皮膚科診療グループ 2,000,000

補　GSKジャパン研究助成
　
 

111
全身性強皮症の病態における皮膚T細胞の
役割の検討 渡辺　玲 皮膚科診療グループ 1,000,000

補　日本応用酵素協会
　　 若手研究助成
　
 

112
高性能の新規RNAベクターによる血友病遺
伝子治療の開発 須磨崎　亮 小児(内)診療グループ 22,499,000

委  日本医療研究開発機構
      再生医療実用化研究事業

113

新規高性能ベクターを生体イメージングで評
価し血友病遺伝子治療に応用するための研
究 福島　敬 小児(内)診療グループ 1,040,000

補　学術研究助成基金助成金
　　 挑戦的萌芽研究
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114
新しい心磁図指標を用いた小児の早期再分
極症例の突然死リスク評価に関する研究 加藤　愛章 小児(内)診療グループ 1,950,000

補　学術研究助成基金助成金
　　 若手研究（B）

115
進行性家族性肝内胆汁うっ滞症2型患者の
iPS細胞由来肝細胞を用いた治療薬の探索 今川　和生 小児(内)診療グループ 1,170,000

補　学術研究助成基金助成金
　　 若手研究（B）

116

微量血液による多種血糖制御ペプチド測定
系を応用した、小児の新規糖尿病治療法開
発 岩淵　敦 小児(内)診療グループ 1,430,000

補　学術研究助成基金助成金
　　 若手研究（B）

117
「陽子線照射後のQOL調査」に対する研究
助成 福島　紘子 小児(内)診療グループ 1,000,000

補　公益財団法人
　　 がんの子供を守る会

118

「新生児・乳児・小児の慢性炎症性消化管疾
患における消化管粘膜の形態学的変化と栄
養・代謝との関連に関する臨床研究」に対す
る研究助成

田川　学 小児(内)診療グループ 450,000

補　財団法人
　　 森永奉仕会

119

救急現場における周産期救急～わが国の実
態調査と病院前 周産期救急教育のあり方に
関する検討 宮園　弥生 小児(内)診療グループ 2,000,000

委　一般財団法人
　　救急振興財団委託研究事業

120

平成28年度大学外角推進等補助金「大学・
大学院及び附属病院における人材養成機能
強化事業（課題解決型高度医療人材養成プ
ログラム）」 須磨崎　亮 小児(内)診療グループ 40,970,000

補　文部科学省
大学教育再生戦略推進費
平成28年度大学外角推進等補助
金

121 Ｂ型肝炎ワクチン反応性を規定するClassⅡＨＬＡアリルの探究酒井　愛子 小児(内)診療グループ 1,400,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

122
自家臍帯幹細胞シート移植による先天性横
隔膜ヘルニアにける低形成肺の再生 新開　統子 小児（外）診療グループ 1,650,162

補　科学研究費補助金
　　挑戦的萌芽研究

123
先天性横隔膜ヘルニアにおける肺低形成と
肺高血圧への薬物治療の研究 高安　肇 小児（外）診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

124
末梢神経再生技術の形成外科領域への導
入 関堂　充 形成外科診療グループ 1,100,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

125
認知症患者のバランス障害に対する前庭刺
激効果の解明および臨床応用 中馬越清隆 脳神経（内）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

126
経口免疫寛容の誘導による外来遺伝子発現
法の検討 石井　亜紀子 脳神経（内）診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

127

ミトコンドリア病に合併する高乳酸血症に対
するピルビン酸ナトリウム治療法の開発研究
―試薬からの希少疾病治療薬開発の試み― 石井　亜紀子 脳神経（内）診療グループ 4,550,000

委　厚生労働科学委託費
     （難治性疾患等実用化研究）

128
成人におけるジフェニルアルシン酸等に係る
健康影響に関する臨床研究 石井　一弘 脳神経（内）診療グループ 3,736,097

委 環境省 平成28年度 「ジフェニ
ルアルシン酸等に係る健康影響に
関する調査研究」

129
モデル動物を用いたジフェニルアルシン酸
(DPAA)の生体影響 玉岡　晃 脳神経（内）診療グループ 12,386,696

委 環境省 平成28年度 「ジフェニ
ルアルシン酸等に係る健康影響に
関する調査研究」

130
アルツハイマー病の予防的治療法にむけた
毒性Aβコンホマーによる新規診断マーカー 冨所　康志 脳神経（内）診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

131

アルツハイマー病における病因関連分子の
分子種依存的なミトコンドリア障害の解析

玉岡　晃 脳神経（内）診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

132
多機能レーザー内視鏡治療機器を用いた超
低侵襲内視鏡手術 阿久津　博義 脳神経（外）診療グループ 1,800,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

133
神経血管ワイアリング分子を標的とした脳腫
瘍の血管新生抑制療法 高野　晋吾 脳神経（外）診療グループ 5,460,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

134

血管新生因子アンチセンスホモロジーボック
ス由来ペプチドによる脳梗塞の血管新生療
法 高野　晋吾 脳神経（外）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

135

頭頚部血管形成術後再狭窄に対するナノ粒
子を用いた診断・治療についての基礎的研
究 鶴田　和太郎 脳神経（外）診療グループ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

136
病院併設BNCTにむけた血液・組織内ホウ素
分析手法の最適化 中井　啓 脳神経（外）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）
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137
ホウ素中性子線療法用のナノカーボンホウ素
キャリアーの開発 松村　明 脳神経（外）診療グループ 230,000

補　産業技術総合研究所と
      筑波大学の合わせ技
     ファンド事業

138
病院内加速器中性子捕捉療法確立のため
の基礎的・臨床的研究 松村　明 脳神経（外）診療グループ 2,860,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

139
不活化ウイルス粒子による脳腫瘍幹細胞を
標的とした新規核酸医薬療法の開発 松田　真秀 脳神経（外）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

140
TEMPO-RNPによる脳梗塞再開通療法後に
おける再灌流障害と出血性脳梗塞の予防 丸島　愛樹 脳神経（外）診療グループ 1,885,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

141
中性アミノ酸プレローディングによる中性子捕
捉療法(BNCT)の確立 山本　哲哉 脳神経（外）診療グループ 1,433,212

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

142
グリオーマ幹細胞に対する免疫チェックポイ
ント阻害薬とワクチン療法の併用 石川　栄一 脳神経（外）診療グループ 1,400,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

143
徐放性DDSと未分化細胞を用いた脳虚血に
対する再生医療の基礎的研究 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 2,600,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

144

脳血管障害による片麻痺の歩行・下肢体幹
運動機能改善効果を得るための新たな医療
機器、下肢着想型ロボットスーツHALに関す
る医師主導治験 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 80,000,000

委　日本医療研究開発機構
　　 AMED

145
入院患者および接続医療機器の異常検出技
術とその医療従事者への伝達方法 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 2,000,000

補　産業技術総合研究所と
      筑波大学の合わせ技
      ファンド事業

146

健康起因交通事故撲滅のための医工連携
研究開発コンソーシアム
（aMECC,automotive and Medical Concert
consortium）」 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 180,000,000

補　コンソーシアム

147
下視不能な体内植え込み型医療機器のリア
ルタイム可視化装置の開発 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 1,000,000

補　TIA連携プログラム探索
     推進事業「かけはし」

148

ニューロコミュニケーターの病室内利用の可
能性の検討

鶴嶋英夫 脳神経（外）診療グループ 2,000,000

補　産業技術総合研究所と
     筑波大学の合わせ技
     ファンド事業

149
RNP による頸動脈狭窄モデル・メタボリックマ
ウスにおける動脈硬化抑制効果 滝川 知司 脳神経（外）診療グループ 4,680,000

補　科学研究費補助金
基盤研究（C）

150
神経管閉鎖不全症の早期体内分子診断法
の確立 鶴淵 隆夫 脳神経（外）診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
研究活動スタート支援

151
急性期脳主幹動脈閉塞に対する血行再建
療法の適応基準策定に関する研究 早川 幹人 脳神経（外）診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
基礎研究（C)

152
実測線量データに基づくIVR被爆管理技術
の開発と多職種連携治療支援体制の構築 松丸祐司 脳神経（外）診療グループ 3,250,000

補　科学研究費補助金
基礎研究（C)

153
神栖市－筑波大学区共同プロジェクト　Brain
Rescue KAMISU 鶴田　和太郎 脳神経（外）診療グループ 500,000

神栖市　一般受託研究費
神栖市まちづくり推進事業

154
コンビネーション医療機器の革新的評価法の
構築 山崎　正志 整形外科診療グループ 3,000,000

補　科学研究費補助金
基礎研究（C)

155

革新的医療機器開発：骨粗鬆症高齢者でも
弛まない骨固定材料・成長因子含有アパタイ
トコーティングネジ

山崎　正志 整形外科診療グループ 3,000,000

補　特別－産学連携推進
     プロジェクト　マッチング
     ファンドプロジェクト

156
小中学生の運動器障害に対する運動器検診
の構築と予防の取り組み 鎌田　浩史 整形外科診療グループ 4,550,000

補　科学研究費補助金
基礎研究（C)

157

腰痛予防対策指針策定に向けた重量物取り
扱い、介護・看護作業における装着型ロボッ
トの腰部負担軽減効果および作業省力化に
関する研究

安部　哲哉 整形外科診療グループ 10,000,000

補　労災疾病臨床研究事業費
     補助金

158
末梢神経欠損間隙の新治療法：末梢神経両
断端緩徐伸長法の実用化に向けて 原　友紀 整形外科診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
基礎研究（C)

159
関節リウマチモデルマウスにおける光線力学
療法による関節炎抑制 大西　信三 整形外科診療グループ 2,500,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B)
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160

加齢黄斑変性症における異常凝集蛋白質の
同定および新規治療薬・光線力学療法の開
発 加治　優一 眼診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C)

161
高次収差解析による近視進行コアメカニズム
の解明と新理論に基づく近視抑制CLの開発 平岡　孝浩 眼診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C)

162
組織シーラントによる新しい網膜剥離手術手
技の開発とヒトへの臨床応用 岡本　史樹 眼診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C)

163
食品添加物由来の組織シーラントを用いた
結膜癒着防止効果の検討 岡本　芳史 眼診療グループ 2,600,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C)

164
非膨潤性ハイドロゲルを眼内タンポナーデと
して用いた網膜剥離手術の検討 星　崇仁 眼診療グループ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

165 「眼科学に関する研究」に対する研究助成 大鹿　哲郎 眼診療グループ 523,000

委 公益財団法人茨城県アイバ
ンク

166
婦人科がんの系統的、総合的周術期VTE予
防法の確立およびVTE発生機序の解明 佐藤　豊実

婦人・周産期科診療グルー
プ 910,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

167
妊娠・授乳期における医療用医薬品の使用
上の注意の在り方に関する研究 濱田　洋実

婦人・周産期科診療グルー
プ 2,700,000

委　国立研究開発法人
     日本医療研究開発機構・
     医薬品等規制
     調和・評価研究事業

168

総合周産期母子医療センター内助産システ
ムを中核とする新規地域産科医療モデルの
構築 濱田　洋実

婦人・周産期科診療グルー
プ 800,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

169
次世代シークエンサーによるＨＰＶ準種解
析：子宮頸部発癌との関連について 小貫　麻美子

婦人・周産期科診療グルー
プ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　　基盤研究（Ｃ）

170
婦人科悪性腫瘍におけるTFの発現と過凝固
状態についての研究 櫻井　学

婦人・周産期科診療グルー
プ 780,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

171
子宮体癌における統合的ゲノム・エピゲノム
解析に基づく新規分子標的治療の探索 水口　剛雄

婦人・周産期科診療グルー
プ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

172
蝸牛発生、機能維持、蝸牛障害におけるセラ
ミド、スフィンゴ脂質の影響の検討 田渕　経司 耳鼻咽喉科診療グループ 700,000

補　補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

173
疼痛による扁桃体抑制性神経回路可塑性機
構の解明 山本　純偉 麻酔科診療グループ 2,612,013

補　科学研究費補助金
     基盤研究（C)

174
Neurogenesisに焦点をあてた術後の認知機
能障害の発症機序と予防法の解明 山下　創一郎 麻酔科診療グループ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

175
蘇生後症候群へのスタチンの多面効果： 水
溶性と脂溶性の比較 中山　慎 麻酔科診療グループ 700,000

補　科学研究費補助金
基盤研究（C)

176 術後認知障害におけるオランザピンの効果 福田　妙子 麻酔科診療グループ 780,000

補　科学研究費補助金
基盤研究（C)

177
加齢が術後認知機能に与える経時的変化の
解明とその予防についての研究 田口　典子 麻酔科診療グループ 1,950,000

補　科学研究費補助金
基盤研究（C)

178
マウスの心肺停止を用いた全脳虚血に対す
るフルオキセチン投与長期予後の検討 田口　典子 麻酔科診療グループ 822,716

補　科学研究費補助金
基盤研究（C)

179
安全な街 神栖 ～市民が守る市民の命／
救急教育強化プロジェクト～ 髙橋　伸二 麻酔科診療グループ 900,000

委　神栖市（受託研究費）

180
ヌードラット末梢神経損傷に対するヒト歯髄幹
細胞の神経再生効果 武川 寛樹 歯・口腔外科診療グループ 2,080,000

補　　科学研究費補助金
　　　挑戦的萌芽研究

181
microRNAを切り口とした口腔癌発癌メカニズ
ムの解明 内田 文彦 歯・口腔外科診療グループ 1,820,000

補　　科学研究費補助金
　　　若手研究(B)

182
 口腔がん関連microRNAの総合的機能解析
と新規治療法の探索 武川 寛樹 歯・口腔外科診療グループ 4,940,000

補　　科学研究費補助金
　　　基盤研究(B)
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183
閉経女性のエストロゲン欠乏によるサルコペ
ニア肥満のリスク増大とNrf2の抑止効果 山縣 憲司 歯・口腔外科診療グループ 1,560,000

補　　科学研究費補助金
　　　挑戦的萌芽研究

184
海馬の疼痛記憶形成異常仮説による舌痛症
モデル動物の構築と解析 柳川　徹 歯・口腔外科診療グループ 1,820,000

補　　科学研究費補助金
　　　挑戦的萌芽研究

185
Nrf2-p62ダブルノックアウトを用いたオート
ファジー異常による肝発癌の解析 柳川　徹 歯・口腔外科診療グループ 5,590,000

補　　科学研究費補助金
　　　　基盤研究(B)

186
想定外のストレス下での精神・自律神経系の
恒常性維持機構の解明 松崎　一葉

保健衛生外来診療グルー
プ 15,080,000

補　科学研究費補助金
　　 新学術領域研究
       （研究領域提案型）

187
メコン川流域国における急速なモータリゼー
ションから子どもの命と健康を守る 市川　政雄

保健衛生外来診療グルー
プ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C)

188
依存物質再使用リスク測度の潜在的指標を
用いた改良および治療応用 大谷　保和

保健衛生外来診療グルー
プ 1,000,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

189
救命センターにおける多剤耐性アシネトバク
ターバウマニ感染経路の解明 井上　貴昭

救急・集中治療診療グルー
プ 2,340,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

190

Exploration of the role of environmental
chemical (arsenic) in the development of
diabetes and the related metabolic disorders
for South Asian Countries

河野　了
救急・集中治療診療グルー
プ 5,590,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

191
敗血症超急性期モデル動物に対する
TEMPO-RNPを用いた抗酸化ストレス療法 下條　信威

救急・集中治療診療グルー
プ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

192
TEMPO-RNPによる脳梗塞再開通療法後に
おける再灌流障害と出血性脳梗塞の予防 丸島　愛樹

救急・集中治療診療グルー
プ 1,040,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

193

近赤外線分光法を用いた心肺脳蘇生の新し
い評価方法－簡易で非侵襲でリアルタイムに
－ 小山　泰明

救急・集中治療診療グルー
プ 2,600,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

194
敗血症によるエンドトキシン血症が筋力に及
ぼす影響に関する研究 榎本　有希

救急・集中治療診療グルー
プ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

195
次世代型マルチ粒子線治療の臨床応用のた
めの基盤研究 櫻井　英幸

放射線腫瘍科診療グルー
プ 5,460,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

196
加速器型治療装置によるホウ素中性子捕捉
療法（BNCT）の医師主導治験 櫻井　英幸

放射線腫瘍科診療グルー
プ 60,000,000

委　日本医療研究開発機構

197
局所限局性前立腺癌中リスク症例に対する
陽子線治療の多施設共同臨床試験 櫻井　英幸

放射線腫瘍科診療グルー
プ 19,981,000

委　日本医療研究開発機構

198 放射線照射とiPS細胞による新たながん治療 坪井　康次
放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,690,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

199
DNA損傷と細胞死応答に基づく「がん陽子
線・複合免疫療法」の開発 坪井　康次

放射線腫瘍科診療グルー
プ 6,630,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

200
あらゆる放射線外部照射の治療計画が可能
なオールモダリティ治療計画システムの開発 熊田　博明

放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,560,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

201
BNCT照射中の患者の動きに追従してリアル
タイム線量評価を行うシステムの開発 熊田　博明

放射線腫瘍科診療グルー
プ 4,940,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

202
医療用加速器中性子源技術の産業利用へ
の応用に関する研究 熊田　博明

放射線腫瘍科診療グルー
プ 24,830,000

委　JST　A-STEP産業
ニーズ対応タイプ
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203
残肝機能に着目した陽子線照射の最適化に
関する研究 奥村　敏之

放射線腫瘍科診療グルー
プ 780,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

204
難治性頭頸部癌硼素中性子捕捉療法と併用
療法上乗せ効果の研究 粟飯原　輝人

放射線腫瘍科診療グルー
プ 2,210,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

205
機能画像情報を利用した非アルコール性脂
肪性肝疾患の非侵襲的病態評価法の確立 磯辺　智範

放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,040,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

206
病院併設型中性子捕捉療法を用いた難治
性癌克服の研究 福光　延吉

放射線腫瘍科診療グルー
プ 9,230,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

207
本邦初の99Mo/99mTc国産化を目指した
99Mo/99mTcジェネレータ開発 福光　延吉

放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,950,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

208

BNCTに関連した患者体内ホウ素濃度分布
の非侵襲的計測機器の開発

安岡　聖
放射線腫瘍科診療グルー
プ 3,770,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

209
次世代型ホウ素中性子捕捉療法の実現に向
けた多角的アプローチ 松本　孔貴

放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,300,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

210
葉酸修飾シクロデキストリンによる新規ホウ素
中性子捕捉療法キャリア技術の開発 松本　孔貴

放射線腫瘍科診療グルー
プ 1,450,000

補　日本医療研究開発機構(橋渡し
研究加速ネットワークプログラム)

211
治療用高エネルギーX線を利用した体内線
量リアルタイムモニタリングシステムの開発 武居　秀行

放射線腫瘍科診療グルー
プ 2,210,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

212
スキャニング照射のインタープレイ効果軽減
に向けたシステムの最適化 神澤　聡

放射線腫瘍科診療グルー
プ 780,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

213
温熱療法の陽子線治療に対する増感効果の
基礎的検討 斎藤　高

放射線腫瘍科診療グルー
プ 2,370,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

214
多角的なMRI評価を用いたスポーツアスリー
トの筋コンディショニングの試み 岡本嘉一 放射線診断・IVR 1,240,299

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

215

我が国における地域枠制度の実態・効果お
よび地域枠学生のキャリア形成に関する調
査・研究 前野　哲博 総合診療グループ 13,000,000

委　文部科学省　平成28年度
     大学における医療人養成の
     在り方に関する調査研究
     委託事業

216
大学生におけるアルコール使用障害のスク
リーニングに関する研究 吉本　尚 総合診療グループ 2,340,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

217
非がん疾患の終末期医療の実態に関する調
査事業 濵野　淳 総合診療グループ 1,000,000

委 公益財団法人
日本ホスピス・緩和ケア
研究振興財団

218
客観的専門職連携能力実施試験の開発と試
験が及ぼすインパクトの検証 春田　淳志 総合診療グループ 1,400,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

219
地域枠医学生の医師不足地域での従事意
思についての全国調査 高屋敷　明由美 総合診療グループ 800,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

220
小中学校がん教育プログラムを通じたがん検
診受診の促進とその検証 横谷 省治 総合診療グループ 900,000

補　　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

221
大教室で１日でできるチーム医療教育プログ
ラムパッケージの開発と教育効果の検証 前野　貴美 総合診療グループ 1,000,000

補　　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

222
革新的がん診断・治療・創薬開発のための基
礎探索研究拠点の構築 野口　雅之 病理診断診療グループ 18,200,000

補　文部科学省
H２８年度概算要求機能
強化経費教育研究活動

223
初期浸潤肺腺がん凍結組織培養を利用した
肺腺がんの悪性化分子機構の解明 竹内　朋代 病理診断診療グループ 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

224
患者由来XGマウスを用いたIGBP1関連
miRNA の肺癌治療における機序の検討 坂下　信悟 病理診断診療グループ 1,170,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）
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225
セルフリーDNAを用いた乳癌の予後予測法
の開発 野口　恵美子 遺伝診療グループ 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

226
出生コホート研究によるアレルギー疾患の遺
伝環境要因の解明 野口　恵美子 遺伝診療グループ 7,410,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（B）

227

悪性中皮腫における薬剤耐性の克服と分子
標的治療の開発

関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ 400,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究（C）

228

漢方エキス製剤の使用実態に基づく偽アルド
ステロン症のリスク因子の解明

本間　真人 薬剤部 1,820,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

229

新規経口抗凝固薬の血中薬物濃度を指標と
した個別投与設計法の構築

土岐　浩介 薬剤部 1,430,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究（B）

230
高度周産期医療施設勤務助産師のワーク
エンゲージメント向上プログラムの開発 小泉　仁子 看護部 800,000

補　科学研究費補助金
　　 基盤研究(C)

231
「育児ストレス」軽減に向けた認知行動
療法プログラムの開発 山海　千保子 看護部 300,000

補　科学研究費補助金
　　 挑戦的萌芽研究

232
重症呼吸不全患者に対する安全で効果的
な気道クリアランス方法に関する検討 櫻本　秀明 看護部 1,000,000

補　科学研究費補助金
　　 若手研究(B)

233
ミトコンドリア行病ＭＥＬＡＳ成人例に
おける心エコー図所見に関する研究 椎名　亮揮 検査部 560,000

補　科学研究費補助金
　　 奨励研究

234
放射線治療における全身照射の高精度治
療計画システムの構築 小林　大輔 放射線部 570,000

補　科学研究費補助金
　　 奨励研究
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2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3 Review

4 Letter

5 Others

6

～

70

～ 　計430件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計443件

(注) 1

2

別紙のとおり

　

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

別紙のとおり

雑誌名・
出版年月等

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

筆頭著者の
特定機能病院における所属

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

題名

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

雑誌名・
出版年月等

（様式第3）
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番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名 論文種別

1 Masuda K 循環器（内）診療グループ
Conversion to Purkinje-Related Monomorphic Ventricular Tachycardia After
Ablation of Ventricular Fibrillation in Ischemic Heart Disease.

Circ Arrhythm Electrophysiol
2016 Sep;9(9). pii: e004224. doi: 10.1161/CIRCEP.116.004224 Original Article

2 Machino-Ohtsuka T 循環器（内）診療グループ
Novel Mechanistic Insights Into Atrial Functional Mitral Regurgitation　- 3-
Dimensional Echocardiographic Study.

Circ J
2016 Sep 23;80(10):2240-8. doi: 10.1253/circj.CJ-16-0435. Epub 2016 Aug 17. Original Article

3 Hiraya D 循環器（内）診療グループ
Life-threatening acute occlusion between interposed graft and left coronary artery
after modified Bentall operation.

Eur Heart J.
2017 Jul 1;38(25):2019. doi: 10.1093/eurheartj/ehw605. Original Article

4 Komatsu Y 循環器（内）診療グループ
Fascicular Ventricular Tachycardia Originating From Papillary Muscles:Purkinje
Network Involvement in the Reentrant Circuit.

Circ Arrhythm Electrophysiol
 2017 Mar;10(3). pii: e004549. doi: 10.1161/CIRCEP.116.004549. Original Article

5 Sato K 循環器（内）診療グループ
Reliability of Aortic Stenosis Severity Classified by 3-Dimensional
Echocardiography in the Prediction of Cardiovascular Events.

Am J Cardiol
2016 Aug 1;118(3):410-7. doi: 10.1016/j.amjcard.2016.05.016. Epub 2016 May 14. Original Article

6 Kawabe M 循環器（内）診療グループ
Author's reply. (Sex differences in the association between serum uric acid and
cardiac morality in Asia patients with established coronary artery disease:A revisit
of the ET-CHD registry in Taiwan, 1997-2003 reply)

J Cardiol
2016 Nov;68(5):461-462. doi: 10.1016/j.jjcc.2016.03.002. Epub 2016 Mar 26. Original Article

7 石津　智子 循環器（内）診療グループ
Noninvasive Localization of Accessory Pathways in Wolff-Parkinson-White
Syndrome by Three-Dimensional Speckle Tracking Echocardiography

CIRCULATION-CARDIOVASCULAR IMAGING
2016 Jun;9(6). pii: e004532. doi: 10.1161/CIRCIMAGING.116.004532 Original Article

8 吉田　健太郎 循環器（内）診療グループ
Bradycardia-dependent rise in the atrial capture threshold early after cardiac
pacemaker implantation in patients with sick sinus syndrome

Heart Rhythm Case Reports
2015 Oct 3;2(1):27-31. doi: 10.1016/j.hrcr.2015.08.012. eCollection 2016 Jan. Original Article

9 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Estimation of Central Venous Pressure Using the Ratio of Short to Long Diameter
from Cross-Sectional Images of the Inferior Vena Cava

Journal of the American Society of Echocardiography : official publication of the
American Society of Echocardiography
2017 May;30(5):461-467. doi: 10.1016/j.echo.2016.12.002. Epub 2017 Jan 5.

Original Article

10 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Incremental Value of Speckle Tracking Echocardiography to Predict Cardiac
Resynchronization Therapy (CRT) Responders

JOURNAL OF THE AMERICAN HEART ASSOCIATION
2016 Oct 19;5(10). pii: e003882. Original Article

11 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Clinical Implications of Intrarenal Hemodynamic Evaluation by Doppler
Ultrasonography in Heart Failure

JACC-HEART FAILURE
2016 Aug;4(8):674-82. doi: 10.1016/j.jchf.2016.03.016. Epub 2016 May 11. Original Article

12 佐藤　明 循環器（内）診療グループ
Efficacy of Endeavor zotarolimus-eluting stent implantation for the treatment of
very late stent thrombosis with late-acquired incomplete stent apposition after
sirolimus-eluting stent implantation

Heart Vessels_31,,p.1196-1199,2016 Original Article

13 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Right Ventricular Deformation Analyses Using a Three-Dimensional Speckle-
Tracking Echocardiographic System Specialized for the Right Ventricle

JOURNAL OF THE AMERICAN SOCIETY OF ECHOCARDIOGRAPHY
2016 May;29(5):402-411.e2. doi: 10.1016/j.echo.2015.12.014. Epub 2016 Feb 12. Original Article

14 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Optimal cut-off value of reverse remodeling to predict long-term outcome after
cardiac resynchronization therapy in patients with ischemic cardiomyopathy.

J Cardiol
2017 Feb;69(2):456-461. doi: 10.1016/j.jjcc.2016.01.016. Epub 2016 Mar 2. Original Article

15 山﨑　浩 循環器（内）診療グループ
Unexpected Electrical Isolation of the Superior Vena Cava During Radiofrequency
Hot Balloon Ablation in the Right Superior Pulmonary Vein

Circulation journal : official journal of the Japanese Circulation Society
2017 Apr 25;81(5):763-765. doi: 10.1253/circj.CJ-16-1055. Epub 2016 Dec 28. Original Article

16 村越　伸行 循環器（内）診療グループ Catheter ablation for ventricular tachyarrhythmia in patients with channelopathies
JOURNAL OF ARRHYTHMIA
2016 Oct;32(5):404-410. Epub 2016 Jun 10. Original Article

17 佐藤　明 循環器（内）診療グループ
Coronary plaque morphology on multi-modality imagining and periprocedural
myocardial infarction after percutaneous coronary intervention.

IJC Heart Vasculature
2016 Mar 17;11:43-48. doi: 10.1016/j.ijcha.2016.03.009. eCollection 2016 Jun. Original Article

18 佐藤　明 循環器（内）診療グループ Author’s reply
JOURNAL OF CARDIOLOGY
2017 Mar 24;81(4):579-580. doi: 10.1253/circj.CJ-16-1088. Epub 2016 Nov 22. Original Article

19 佐藤　明 循環器（内）診療グループ
Stent Recoil Manifesting as Early Stent Thrombosis After Ultimaster Thin-Strut,
Cobalt-Chromium Sirolimus-Eluting Stent Implantation

Circulation journal : official journal of the Japanese Circulation Society
2017 Mar 24;81(4):579-580. doi: 10.1253/circj.CJ-16-1088. Epub 2016 Nov 22. Original Article

20 佐藤　明 循環器（内）診療グループ
Association of contrast-induced nephropathy with risk of adverse clinical outcomes
in patients with cardiac catheterization: From the CINC-J study

INTERNATIONAL JOURNAL OF CARDIOLOGY
2017 Jan 15;227:424-429. doi: 10.1016/j.ijcard.2016.11.019. Epub 2016 Nov 7. Original Article

21 酒井  俊 循環器（内）診療グループ
Glucagon-Like Peptide-1 Receptor Agonist Ameliorates Pulmonary Hypertension
Partly via eNOS Activation

JOURNAL OF VASCULAR RESEARCH　2016-11-07--2016-11-09 Original Article

22 佐藤　明 循環器（内）診療グループ
Life-threatening simultaneous acute stent thrombosis associated with anaphylactic
shock due to contrast material

European heart journal
2017 Apr 7;38(14):1085-1086. doi: 10.1093/eurheartj/ehw600. Original Article

23 星　智也 循環器（内）診療グループ
No recommendation of routine perioperative statin use for prevention of acute
kidney injury in patients undergoing cardiac surgery

JOURNAL OF THORACIC DISEASE
2016 Jul;8(7):E618-20. doi: 10.21037/jtd.2016.05.45. Original Article

24 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
The sphericity index of cross-section of inferior vena cava as a reliable parameter
to estimate central venous pressure

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.469-469,2016-08 Original Article

25 山本　昌良 循環器（内）診療グループ
Mechanical resynchronization by cardiac resynchronization therapy augments early
diastolic intraventricular pressure gradient and improves energy efficiency

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.254-255,2016-08 Original Article

26 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Validation of incremental value of speckle tracking echocardiography to predict
CRT responders

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.850-850,2016-08 Original Article

27 田尻　和子 循環器（内）診療グループ
Recent advances in the management of autoimmune myocarditis: insights from
animal studies

CURRENT PHARMACEUTICAL DESIGN
2016;22(4):427-39 Original Article

28 井藤　葉子 循環器（内）診療グループ Aortic Calcification and Superior-Mesenteric-Artery Stenosis
NEW ENGLAND JOURNAL OF MEDICINE
2016 Aug 11;375(6):566. doi: 10.1056/NEJMicm1513692. Original Article

29 関口　幸夫 循環器（内）診療グループ
Conservative therapy for the management of cardiac implantable electronic device
infection

JOURNAL OF ARRHYTHMIA
 2016 Aug;32(4):293-6. doi: 10.1016/j.joa.2015.09.012. Epub 2015 Nov 19 Original Article

30 野上　昭彦 循環器（内）診療グループ
What Is the Real Identity of the Mysterious Potential P1, and What Is the Most
Important Segment of the Fascicular Ventricular Tachycardia Circuit?

CIRCULATION-ARRHYTHMIA AND ELECTROPHYSIOLOGY
2016 Sep;9(9). pii: e004517. doi: 10.1161/CIRCEP.116.004517. Original Article

31 酒井　俊 循環器（内）診療グループ
Serum lipoprotein (a) is associated with the presence of ruptured plaque
determined by optical coherence tomography in coronary artery disease

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.110-110,2016-08 Original Article
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32 本田　洵也 循環器（内）診療グループ
The glucagon-like peptide-1 receptor agonist ameliorates hypoxia induced
pulmonary hypertension in mice model

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.1147-1147,2016-08 Original Article

33 井藤　葉子 循環器（内）診療グループ
What is the useful parameter for effective clinical ablation in atrial fibrillation with
contact force catheter at each points?

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.1085-1085,2016-08 Original Article

34 酒井　俊 循環器（内）診療グループ
Clinical impact of a newly diagnosed cancer in patients with acute coronary
syndrome undergoing emergent percutaneous coronary intervention

EUROPEAN HEART JOURNAL_37,1,p.773-773,2016-08 Original Article

35 五十嵐　都 循環器（内）診療グループ
Fragmented QRS Is a Novel Risk Factor for Ventricular Arrhythmic Events After
Receiving Cardiac Resynchronization Therapy in Nonischemic Cardiomyopathy

Journal of cardiovascular electrophysiology
2017 Mar;28(3):327-335. doi: 10.1111/jce.13139. Epub 2017 Jan 18 Original Article

36 吉田　健太郎 循環器（内）診療グループ
Optimal configurations for bipolar radiofrequency ablation that allow deeper lesion
formation: Good catheter-tip cooling, good catheter-tissue contact, and the next

HEART RHYTHM
2016 Nov;13(11):2172-2173. doi: 10.1016/j.hrthm.2016.07.031. Epub 2016 Jul 30 Original Article

37
Yoneyama F 循環器（外）診療グループ Postoperative dysphagia in debranching TEVAR with retroesophageal carotid-

carotid bypass
Ann Vasc Surg, In press
 2017 Aug;43:315.e1-315.e4. doi: 10.1016/j.avsg.2017.01.030. Epub 2017 May 4. Original Article

38 Yoneyama F 循環器（外）診療グループ Mid-term outcomes of isolated versus combined valve surgery in elderly patients. Annals of Thoracic and Cardiovascular Surgery 2017 Original Article

39
Yoneyama F 循環器（外）診療グループ Interventricular septal hematoma associated with congenital heart surgery: Case

report and literature review. 
 J Thorac Cardiovasc Surg, 2016; 153: e55-57.
 2017 Apr;153(4):e55-e57. doi: 10.1016/j.jtcvs.2016.10.053. Epub 2016 Nov 8. Original Article

40
Imai A 循環器（外）診療グループ Coil embolization-assisted thoracic endovascular aortic repair for multiple saccular

descending aortic aneurysms with insufficient landing zone.
Ann Vasc Surg 2016 Nov 28. doi: 10.1016/j.avsg.2016.07.093. [Epub ahead of print]
 2017 Feb;39:290.e17-290.e20. doi: 10.1016/j.avsg.2016.07.093. Epub 2016 Nov 28. Original Article

41
Yoneyama F 循環器（外）診療グループ Complex coronary artery aneurysm. J Card Surg 2016 Nov 14. doi: 10.1111/jocs.12868. [Epub ahead of print]

2017 Jan;32(1):26-27. doi: 10.1111/jocs.12868. Epub 2016 Nov 14. Original Article

42
Miya K 循環器（外）診療グループ Renal contrast microangiography with synchrotron radiation: a novel method for

visualizing structures within nephrons in vivo.
Acta Radiol 2016 Jul 20. pii: 0284185116658685
2017 Apr;58(4):505-510. doi: 10.1177/0284185116658685. Epub 2016 Jul 22 Original Article

43
Thang Q 循環器（外）診療グループ Mid-term results of a modification of extended aortic arch anastomosis in single

ventricle neonates with hypoplastic transverse aortic arch.
Annals of Thoracic and Cardiovascular Surgery 2016, In press
2016 Dec 20;22(6):340-347. doi: 10.5761/atcs.oa.16-00170. Epub 2016 Oct 11 Original Article

44
Fuji S 循環器（外）診療グループ  Association between endothelial function and micro-vascular remodeling measured

by synchrotron radiation pulmonary micro-angiography in pulmonary arterial
General Thoracic Cardiovascular Surgery 2016; 64: 597-603.
2016 Oct;64(10):597-603. doi: 10.1007/s11748-016-0684-6. Epub 2016 Jul 8. Original Article

45 松﨑　寛二
循環器（外）診療グループ

Intravenous lobular capillary hemangioma in the subclavian vein
Ann Thorac Surg
2016 Nov;102(5):e427-e429. doi: 10.1016/j.athoracsur.2016.04.013 Original Article

46 大坂  基男
循環器（外）診療グループ Rupture of the right upper pulmonary vein and left atrium caused by blunt chest

trauma.
Gen Thorac Cardiovasc Surg.
 2017 Nov;65(11):646-649. doi: 10.1007/s11748-017-0749-1. Epub 2017 Feb 1. Original Article

47 坂本　裕昭
循環器（外）診療グループ

Intramyocardial lipoma
JOURNAL OF CARDIAC SURGERY
 2016 Nov;31(11):689. doi: 10.1111/jocs.12854. Epub 2016 Sep 28. Original Article

48 松﨑　寛二
循環器（外）診療グループ Infective endocarditis of an aorto-right atrial fistula caused by asymptomatic

rupture of a sinus of Valsalva aneurysm: a case report
Surg Case Rep.
 2016 Dec;2(1):43. doi: 10.1186/s40792-016-0171-4. Epub 2016 May 15 Original Article

49 松﨑　寛二
循環器（外）診療グループ Thick lung wedge resection for acute life-threatening massive hemoptysis due to

aortobronchial fistula
J Thorac Dis
2016 Sep;8(9):E957-E960. Original Article

50 松﨑　寛二
循環器（外）診療グループ

Radiopaque Ruler-Guided Frozen Elephant Trunk Technique
Ann Vasc Dis
2016;9(4):352-355. doi: 10.3400/avd.hdi.16-00019. Epub 2016 Sep 15. Original Article

51
Yamada 消化器（内）診療グループ Oncolytic Virotherapy and Gene Therapy Strategies for Hepatobiliary Cancers. Curr Cancer Drug Targets. 2017 Mar 30. doi:

10.2174/1568009617666170330123841. [Epub ahead of print] Original Article

52
Fukuda K 消化器（内）診療グループ Long-term outcomes of proton beam therapy in patients with previously untreated

hepatocellular carcinoma.
Cancer Sci.
2017 Mar;108(3):497-503. doi: 10.1111/cas.13145. Original Article

53
Akutsu D 消化器（内）診療グループ A Rare Case of Colonic Leiomyosarcoma in Association with Ulcerative Colitis. Intern Med.

2016;55(19):2799-2803. Epub 2016 Oct 1. Original Article

54
Ito H 消化器（内）診療グループ Reactive oxygen species induced by non-steroidal anti-inflammatory drugs

enhance the effects of photodynamic therapy in gastric cancer cells.
J Clin Biochem Nutr.
2016 May;58(3):180-5. doi: 10.3164/jcbn.15-124. Epub 2016 Feb 19. Original Article

55
Moriwaki T 消化器（内）診療グループ Correlations of survival with progression-free survival, response rate, and disease

control rate in advanced biliary tract cancer: a meta-analysis of randomised trials
of first-line chemotherapy.

Br J Cancer.
2016 Apr 12;114(8):881-8. doi: 10.1038/bjc.2016.83. Epub 2016 Mar 31. Original Article

56 鈴木　英雄
消化器（内）診療グループ The Promoting Effect of the Extracellular Matrix Peptide TNIIIA2 Derived from

Tenascin-C in Colon Cancer Cell Infiltration.
Int J Mol Sci.
2017 Jan 17;18(1). pii: E181. doi: 10.3390/ijms18010181. Original Article

57 正田　純一
消化器（内）診療グループ

Cytoprotective role of Nrf2 in electrical pulse stimulated C2C12 myotube.
PLoS One
2015 Dec 14;10(12):e0144835. doi: 10.1371/journal.pone.0144835. eCollection 2015. Original Article

58 正田　純一
消化器（内）診療グループ Wisteria floribunda agglutinin-sialylated mucin core polypeptide 1 is a sensitive

biomarker for biliary tract carcinoma and intrahepatic cholangiocarcinoma: a
Journal of gastroenterology
 2017 Feb;52(2):218-228. doi: 10.1007/s00535-016-1230-0. Epub 2016 Jun 29. Original Article

59 鈴木　英雄
消化器（内）診療グループ Waterjet submucosal dissection of porcine esophagus with the HybridKnife and

ERBEJET 2 system: a pilot study.
Endosc Int Open.
2017 Jan;5(1):E30-E34. doi: 10.1055/s-0042-122335 Original Article

60 松井　裕史
消化器（内）診療グループ NSAIDs-induced reactive oxygen species from mitochondria enhanced

accumulation of photosensitizer in gastric cancer cells.
MOLECULAR BIOLOGY OF THE CELL_27,,p.-,2016 Original Article

61 松井　裕史
消化器（内）診療グループ Indomethacin- derived mitochondrial reactive oxygen species accelerated cancer

specific porphyrin accumulation to enhance photodynamic therapeutic effect in
gastric epithelial cells

JOURNAL OF GASTROENTEROLOGY AND HEPATOLOGY_31,3,p.56-56,2016-11 Original Article

62 溝上　裕士
消化器（内）診療グループ

Evidence-based clinical practice guidelines for peptic ulcer disease 2015.
J Gastroenterol.
. 2016 Mar;51(3):177-94. doi: 10.1007/s00535-016-1166-4. Epub 2016 Feb 15. Original Article

63 谷中　昭典
消化器（内）診療グループ Role of Sulforaphane in Protection of Gastrointestinal Tract against H.pylori- and

NSAID-Induced Oxidative Stress
Current pharmaceutical design
2017;23(27):4066-4075. doi: 10.2174/1381612823666170207103943. Original Article

64 鈴木　英雄
消化器（内）診療グループ Therapeutic impact of the herbal medicine Qing Dai (Indigo naturalis) in intractable

ulcerative colitis patients
JOURNAL OF GASTROENTEROLOGY AND HEPATOLOGY_31,3,p.166-166,2016-
11 Original Article
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65 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ
Three-dimensional pancreatic surgical simulation including the main pancreatic
duct size and location.

Surgery today
2017 Mar;47(3):357-364. doi: 10.1007/s00595-016-1377-6. Epub 2016 Jul 1. Original Article

66 水野　道代 消化器（外）診療グループ
Reliability and Validity of a Japanese Version of the Quality of Life Index in Cancer
Patients

CANCER NURSING_39,1,p.S105-S105,2016-11 Original Article

67 水野　道代 消化器（外）診療グループ
Relationship between the Physical and Psychosocial Conditions of Postoperative
Gastrointestinal Cancer Patients and their Responses to an Informational Material

ASIA-PACIFIC JOURNAL OF ONCOLOGY NURSING
2017 Jan-Mar;4(1):53-60. doi: 10.4103/2347-5625.199072. Original Article

68 鄭　允文 消化器（外）診療グループ Generation of a humanized mouse liver by using human hepatic stem cells
 J Vis Exp
 2016 Aug 29;(114). doi: 10.3791/54167. Original Article

69 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
Protecting liver sinusoidal endothelial cells suppresses apoptosis in acute liver
 damage.

Hepatol Res.
2016 Jun;46(7):697-706. doi: 10.1111/hepr.12607. Epub 2015 Nov 12. Original Article

70 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ  Novel functions of platelets in the liver.
J Gastroenterol Hepatol.
2016 Apr;31(4):745-51. doi: 10.1111/jgh.13244 Original Article

71 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
Stable liver function during long-term administration of eltrombopag, a
 thrombopoietin receptor agonist, in patients with chronic liver disease
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総合診療グループ Changes in vital signs as predictors of bacterial infection in home care: a multi-

center prospective cohort study
Postgraduate Medicine
 2017 Mar;129(2):283-287. doi: 10.1080/00325481.2017.1251819. Epub 2016 Nov 3. Original Article

415 濵野　淳 総合診療グループ Prognostic predictors required for end-of-life discussions ANNALS OF ONCOLOGY_27,7,p.-,2016-07 Original Article

416 濵野　淳
総合診療グループ Adding items that assess changes in activities of daily living does not improve the

predictive accuracy of the Palliative Prognostic Index
Palliative medicine
017 Mar;31(3):258-266. doi: 10.1177/0269216316650788. Epub 2016 Jul 19 Original Article

417 小曽根　早知子
総合診療グループ Comparison of blood pressure measurements on the bare arm, over a sleeve and

over a rolled-up sleeve in the elderly
FAMILY PRACTICE
 2016 Oct;33(5):517-22. doi: 10.1093/fampra/cmw053. Epub 2016 Jul 8. Original Article

418 柳　久子 遺伝診療グループ The effect of respiratory rehabilitation for the frail elderly: a pilot study Journal of General and Family Medicine_17,4,p.289-298,2016-12 Original Article

419 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ
Are there any differences in genomic characterization of non-small cell lung cancer
between African Americans and Whites?

JOURNAL OF THORACIC DISEASE.
2016 Nov;8(11):E1517-E1519. doi: 10.21037/jtd.2016.11.65. Original Article

420 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ Case reports of adverse drug reactions associated with nivolumab administration
Japanese journal of clinical oncology
2017 Mar 1;47(3):193. doi: 10.1093/jjco/hyx014. Original Article

421 山内　一由 臨床病理診断診療グループ Redox status of serum apolipoprotein E and its impact on HDL cholesterol levels
Clinical biochemistry
2017 Sep;50(13-14):777-783. doi: 10.1016/j.clinbiochem.2017.03.021. Epub 2017 Original Article

422
Ogata T 細菌学的診断診療グループ Thoracic empyema caused by Campylobacter rectus. J Infect Chemother 23(3): 185-188, 2017

2017 Mar;23(3):185-188. doi: 10.1016/j.jiac.2016.08.013. Epub 2016 Sep 25. Original Article

423 小泉　仁美 看護部
Low gestational weight gain, desire tobe slender and quality of life in pregnant
Japanese women

International Journal of Nursing and Midwifery _8,8,p.61-66,2016-08 Original Article

424 涌水　理恵 リハビリテーション部
Difficulties in daily life and associated factors, and QoL of children with inherited
metabolic disease and their parents in Japan: a literature review

Journal of Inherited Metabolic Disease Report
 2017;33:1-10. doi: 10.1007/8904_2016_573. Epub 2016 Jun 26 Original Article

425 涌水　理恵 リハビリテーション部
Family empowerment and quality of life of parents raising children with
Developmental Disabilities in 78 Japanese families

International Journal of Nursing Sciences_４,1,p.38-45,2017-03 Original Article

426 涌水　理恵 リハビリテーション部 Roles and Hopes of Family Members Living with SMID Children in Japan Health_8,,p.787-799,2016-06 Original Article

427 磯部　和正 検査部
Free testosterone and growth hormone levels and association with depression in
apparently healthy men and women

体力・栄養・免疫学雑誌_26,2,p.90-93,2017-02 Original Article

428
Doki K 薬剤部 β1-Adrenergic receptor Arg389Gly polymorphism affects the antiarrhythmic

efficacy of flecainide in patients with coadministration of β-blockers
Pharmacogenet Genomics
 2016 Dec 20;6:38684. doi: 10.1038/srep38684. Original Article

429 土岐　浩介 薬剤部
Virtual bioequivalence for Japanese elderly population: The use of PBPK and IVIVE
modelling to assess the formulation-dependent effect of high achlorhydria

PKUK Conference Programme and Abstract Book_,,p.-,2016-11 Original Article

430 土岐　浩介 薬剤部
Effects of kidney function on anticoagulant effect of dabigatran in patients with
co-administration of P-glycoprotein inhibitors

第10回次世代を担う若手医療薬科学シンポジウム　要旨集_,,p.-,2016-11 Original Article
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番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名 雑誌名 論文種別

1 田尻　和子 循環器（内）診療グループ がん患者のマネジメントでの循環器内科医の役割 腫瘍内科 19巻1号 Page131-140(2017.01) 腫瘍内科 Original Article

2 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
Rigid Left Ventricle With Attenuated Torsion as the Integrally
Deteriorated Form of Dilated Cardiomyopathy

Circulation Journal 81巻4号 Page440-441(2017.03) Circulation Journal Original Article

3 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ
An Ideal Time to Solve a Clinical Dilemma in the Golden Age of Aortic
Stenosis Therapy

Circulation Journal  80巻8号 Page1712-1714(2016.07) Circulation Journal Original Article

4 酒井  俊 循環器（内）診療グループ
歯科医院のための内科学講座　全身管理・全身疾患を見据えた補綴
治療のススメ(第10回)　「心筋梗塞?狭心症??の後ですか……」　これ
でバッチリ??歯科医師国家試験「心電図問題」完全対応!

補綴臨床　49巻5号 Page544-565(2016.09) 補綴臨床 Original Article

5 酒井  俊 循環器（内）診療グループ
歯科医院のための内科学講座　全身管理・全身疾患を見据えた補綴
治療のススメ(第9回)　「女房と畳は新しければ……!?それでいいのか?

補綴臨床　49巻4号 Page396-413(2016.07) 補綴臨床 Original Article

6 渡邉　重行 循環器（内）診療グループ
左前下行枝への経皮的冠動脈形成術中に左右の冠動脈同時に冠攣
縮を生じショックに陥った症例

茨城循環器研究会雑誌 23巻 Page1-6(2016.10) 茨城循環器研究会雑誌 Original Article

7 久賀　圭祐　　　　　　　　　　　循環器（内）診療グループ 特集＜保健管理業務のIT化＞大学保健管理におけるIT化について CAMPUS HEALTH 53巻2号,p3-8 CAMPUS HEALTH Original Article

8 村越　伸行 循環器（内）診療グループ
本邦における不整脈コホート研究　住民健診における上室期外収縮の
診断的意義：茨城県健康研究

心電図/36(3)/pp.236-244, 2016-10 心電図 Original Article

9 青沼　和隆 循環器（内）診療グループ 第63回日本不整脈心電学会学術大会を終えて 心電図36(3)/pp.232-234, 2016 心電図 Original Article
10 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 心不全におけるドプラ法を用い腎血行動態解析の臨床的有用性 日本循環器学会循環器専門医誌　24/pp.75-80, 2016-09 日本循環器学会循環器専門医誌 Original Article
11 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 左室同期不全の治療 Heart View 20巻6号 Page561-567(2016.06) Heart View Original Article
12 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 忘れられない症例と心エコーの真髄 拡張型心筋症 心エコー　/17/pp.1074-1077, 2016-10 心エコー Original Article
13 石津　智子 循環器（内）診療グループ CRTの適応となる患者はどのような患者か Heart View21（2）　152 -157 2017 Heart View Original Article
14 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ さまざまな左室拡張機能指標の臨床的意義と限界 心エコー　18/pp.22-33, 2017-01 心エコー Original Article
15 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 左室駆出率に影響する因子 心エコー　17巻10号 Page859-866(2016.10) 心エコー Original Article
16 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 腎ドプラ法を用いたうっ血性心不全における腎実質内血行動態評価 Fluid Management Renaissance 6巻1号 Page42-47(2016.02) Fluid Management Renaissance Original Article
17 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 心房細動合併心不全において洞調律化は治療のオプションとなるか Heart View 20巻7号 Page674-676(2016.07) Heart View Original Article
18 瀬尾　由広 循環器（内）診療グループ 新たなチャレンジ LV からRVまでvolumeで診る INNERVISION/31/pp.100-102, 2016-09 INNERVISION Original Article
19 石津　智子 循環器（内）診療グループ 久馬論文に対するEditorial Comment 心臓 48巻2号 Page158(2016.02) 心臓 Original Article
20 中務　智文 循環器（内）診療グループ 複数回の検査で腎血管性高血圧症と診断しえた2症例 心臓 48巻10号 Page1176-1184(2016.10) 心臓 Original Article

21 安達　亨 循環器（内）診療グループ
両側の心室中隔に起源を有した、陳旧性心筋梗塞に合併した心室期
外収縮の1例

心臓 48巻Suppl.2 Page142-147(2016.12) 心臓 Original Article

22 五十嵐　都 循環器（内）診療グループ
心室頻拍・心室細動 器質的心疾患に伴う心室頻拍に対するカテーテ
ルアブレーションとアミオダロンのハイブリッド療法

Progress in Medicine 36巻Suppl.1 Page454-456(2016.04) Progress in Medicine Original Article

23 井川　昌幸 循環器（内）診療グループ
Paclitaxel溶出ステント留置6年後にbevacizumabを含む癌化学療法を
施行され、超遅発性ステント血栓症をきたした1例

心臓  48巻5号 Page555-560(2016.05) 心臓 Original Article

24 中務　智文 循環器（内）診療グループ 複数回の検査で腎血管性高血圧症と診断しえた2症例 心臓 48巻10号 Page1176-1184(2016.10) 心臓 Original Article

25 大坂  基男 循環器（外）診療グループ
両大血管右室起始症に対する大血管スイッチ手術後8年目に行った大
動脈弁置換術および両心室流出路狭窄解除術の1例

胸部外科 69巻9号 Page787-791(2016.08) 胸部外科 Original Article

26 重田　治 循環器（外）診療グループ 感染性心内膜炎に起因した左室右房交通症の１例 胸部外科 69巻9号 Page792-795(2016.08) 胸部外科 Original Article

27 谷中　昭典 消化器（内）診療グループ
強力な酸分泌抑制は胃内アルカリ化を介してHelicobacter pyloriによる
胃粘膜傷害を悪化させる

潰瘍 = Ulcer research　43巻 Page6-12(2016.05) 潰瘍 = Ulcer research Original Article

28 正田　純一 消化器（内）診療グループ 肥満の治療　2.運動療法の重要性 肥満と消化器疾患　痩せれば治るこんな病気巻号,p10-12 肥満と消化器疾患　痩せれば治るこんな病気 Original Article

29 安部井　誠人　　　　　　　　消化器（内）診療グループ
血液診療グループ透析療法中慢性腎不全合併C型肝炎ウイルス感染
症に対するOmbitasvir/Paritaprevir/Ritonavir療法の効果

肝臓 57巻10号 Page565-567(2016.10) 肝臓 Original Article

30 鈴木　英雄 消化器（内）診療グループ 当院におけるダビガトラン起因性食道粘膜障害の検討 潰瘍 = Ulcer research 43巻 Page108-111(2016.05) 潰瘍 = Ulcer research Original Article
31 溝上　裕士 消化器（内）診療グループ 消化管出血に対する診療 – JGESガイドラインをふまえて− 臨床消化器内科32巻3号   （2017年2月） 臨床消化器内科 Original Article

32 溝上　裕士 消化器（内）診療グループ
NSAIDs・LDAによる消化管粘膜傷害─NSAIDs（LDAを含む）起因性上
部消化管粘膜傷害の診断と予防

胃と腸 51巻4号 Page432-441(2016.04) 胃と腸 Original Article
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33 鹿志村　純也 消化器（内）診療グループ 長期胆管ドレナージにより総胆管結石を来した閉塞性黄疸の1例 Progress of Digestive Endoscopy、89巻 1号 Page160-161(2016.12) Progress of Digestive Endoscopy、89巻 Original Article
34 鹿志村　純也 消化器（内）診療グループ 上腸間膜動脈症候群を疑う画像所見を呈した空腸癌の1例 Progress of Digestive Endoscopy、89巻 1号 Page118-119(2016.12) Progress of Digestive Endoscopy、89巻 Original Article

35 鈴木　英雄 消化器（内）診療グループ
Genotyping NUDT15 can predict the dose reduction of 6-MP for
children with acute lymphoblastic leukemia especially at a preschool

Journal of Human Genetics 61巻9号 Page797-801(2016.09) Journal of Human Genetics Original Article

36 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ フルハイビジョン裸眼立体ディスプレイを利用した手術シミュレーション 第21回日本バーチャルリアリティー学会大会論文集 p141 第21回日本バーチャルリアリティー学会大会論文集 Original Article

37 小田　竜也 消化器（外）診療グループ
Four cases of surgical resection of the isolated lung metastasis from
pancreatic cancer

Pancreatology　31巻3号 Page529(2016.07) Pancreatology Original Article

38 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ
A Case of a Resected Ileosigmoid Knot in an Older Schizophrenic
Patient

THE KITAKANTO MEDICAL JOURNAL　(1343-2826)66巻4号
Page289-292(2016.11)

THE KITAKANTO MEDICAL JOURNAL Original Article

39 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 免疫抑制薬の後発医薬品使用の実態：アンケート調査報告
第43回日本臓器保存生物医学会学術集会　VOL.24 NO.1 2017　ｐ76-
80

第43回日本臓器保存生物医学会学術集会 Original Article
40 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ コンピュータ手術支援の取り組み～肝胆膵外科から消化管外科まで 第41回日本肝臓学会東部会講演要旨　p.A744, 2016-12 第41回日本肝臓学会東部会講演要旨 Original Article

41 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ
Treatment with ribavirin for chronic hepatitis E following living donor
liver transplantation:A case report

Hepatology Research 46巻10号,p1058-1059 Hepatology Research Original Article

42 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
Trophoblastic differentiation を伴う十二指腸乳頭部腺扁平上皮癌の1
例

日臨外会誌 77巻6号 Page1440-1445(2016.06) 日臨外会誌 Original Article

43 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
高密度レクチンマイクロアレイを用いた膵癌幹細胞の糖鎖発現解析、

 未分化iPS細胞との偶然一致
第75回日本癌学会学術総会プログラム 75回 Page P-3181(2016.10) 第75回日本癌学会学術総会プログラム Original Article

44 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
ポスト抗体医薬としてのがん糖鎖標的レクチンートキシン：膵癌の播種

 性転移治療を実用化する新規治療戦略
第75回日本癌学会学術総会プログラムp.154, 2016-10 第75回日本癌学会学術総会プログラム Original Article

45 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 肝臓X受容体作動薬に着目した新規NASHモデル動物の開発
日本消化器病学会雑誌　第102回日本消化器病学会総会抄録集 113
巻臨増総会 Page A292(2016.03)

日本消化器病学会雑誌　第102回日本消化器病学会総会抄録集 Original Article

46 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ コンピュータ手術支援による肝胆膵外科手術の推進と未来
肝臓　第52回肝臓学会総会講演要旨 57巻Suppl.1 Page
A126(2016.04)

肝臓　第52回肝臓学会総会講演要旨 Original Article
47 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 生体腎移植後に外腸骨静脈血栓症を発症し血栓除去を施行した1例 第32回腎移植・血管外科研究会プロクラム・抄録集/p.105, 2016-05 第32回腎移植・血管外科研究会プロクラム・抄録集 Original Article

48 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
経口TPO受容体作動薬エルトロンボパグの肝細胞癌細胞に対する抗

 腫瘍効果とソラフェニブ併用効果
第52回日本肝癌研究会プログラム・抄録集2016-07-01--2016-07-02 第52回日本肝癌研究会プログラム・抄録集 Original Article

49 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 肝細胞間クロストークにおける肝類洞内皮細胞の存在意義 第23回肝細胞研究会プログラム・抄録集2016-07-07--2016-07-08 第23回肝細胞研究会プログラム・抄録集 Original Article
50 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 肝臓３Dプリントフレームモデルでシミュレーションする肝切除 第11回肝癌治療シミュレーション研究会抄録集/p.31, 2016-09 第11回肝癌治療シミュレーション研究会抄録集 Original Article

51 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
わが国の心・腎移植患者におけるE型肝炎ウイルス感染の全国実態

  調査　 ～全国スクリーニング中間報告～
移植51/p.277, 2016-09 移植 Original Article

52 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
 茨城県における臓器移植に関する意識調査 ～ソーシャルマーケティ

ングを活用した啓発活動を目指して～
移植/51/p.404, 2016-09 移植 Original Article

53 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
大腸形質穿孔に対する開腹洗浄ドレナージ術後の創部感染に続発し

 た恥骨骨髄炎の1例
日本大腸肛門病学会雑誌/69/p.A296, 2016-10 日本大腸肛門病学会雑誌 Original Article

54 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 当科における横行結腸癌に対する腹腔鏡手術の治療成績 日本大腸肛門病学会雑誌 69巻抄録号 Page A254(2016.10) 日本大腸肛門病学会雑誌 Original Article

55 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ
Pagetoid　spread　を伴う肛門管癌に対して腹腔鏡下腹会陰式直腸切

 断術を施行した1例
日本大腸肛門病学会雑誌/69/p.A268, 2016-11 日本大腸肛門病学会雑誌 Original Article

56 松村　英樹　　　　　　　　　消化器（外）診療グループ
常染色体優性多発性嚢胞腎に伴う巨大肝嚢胞を合併する盲腸癌に対
して腹腔鏡下回盲部切除を施行した1例

日本内視鏡外科学会雑誌 21巻7号 Page DP29-12(2016.12) 日本内視鏡外科学会雑誌 Original Article

57 大河内　信弘 消化器（外）診療グループ 食道癌に対する根治術後のリンパ漏：自験例に基づく検討と対策 静脈学/2016-06-23--2016-06-24 静脈学 Original Article

58 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ
肝切除術支援ツール「3D肝臓プリントフレームモデル」の開発と手術で
の運用

月刊新医療 43巻8号 Page136-139(2016.08) 月刊新医療 Original Article

59 大城　幸雄 消化器（外）診療グループ 膵切除における3D手術シミュレーションの実際 消化器外科 39巻1号 Page67-74(2016.01) 消化器外科 Original Article
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129 加瀬田　幸司 腎泌尿器(内)診療グループ 当院で施行したカフ型カテーテルを用いた維持透析患者の予後調査
日本透析医学会雑誌 = Journal of Japanese Society for Dialysis
Therapy 49巻Suppl.1 Page546(2016.05)

日本透析医学会雑誌 = Journal of Japanese Society for Dialysis
Therapy

Original Article

130 金子　修三 腎泌尿器(内)診療グループ 我が国のRPGN診療の現状と課題 医学のあゆみ 257(2)/pp.129-135, 2016-04  医学のあゆみ Original Article
131 島居　徹　　　　　　　　　　　腎泌尿器(外)診療グループ ロボット支援前立腺全摘術はどこまで普及するか？ 癌と化学療法 44巻1号 Page33-36(2017.01) 癌と化学療法 Original Article

132 星　昭夫 腎泌尿器(外)診療グループ
腎摘か部分切除か？―判断のポイント（腎手術）　腹腔鏡下腎部分切
除術の適応基準とその限界

臨床泌尿器科 70巻11号 Page832-839(2016.10) 臨床泌尿器科 Original Article

133 星　昭夫 腎泌尿器(外)診療グループ 単孔式腹腔鏡下尿膜管摘除術 泌尿器外科 29巻11号 Page1641-1645(2016.11) 泌尿器外科 Original Article

134 河原　貴史 腎泌尿器(外)診療グループ
The clinical presentaion and favorable prognosis of patients with
isolated metachronous brain metastssis from germ cell tumors

JJCO46巻11号,p1047-1052 JJCO Original Article
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135 石塚　竜太郎 腎泌尿器(外)診療グループ
Impact of acute kidney injury defined by CTCAE v4.0 during first
course of cisplatin-based chemotheraoy on treatment outcomes in
advanced urothelial cancer patients

Clin Exp Nephrol 21巻4号 Page732-740(2017.08) Clin Exp Nephrol Original Article

136 田中　建 腎泌尿器(外)診療グループ [A Case of Inflammatory Myofibroblastic Tumor of Urinary Bladder] Hinyokika kiyo. Acta urologica Japonica62巻4号,p201-204 Hinyokika kiyo. Acta urologica Japonica Original Article

137 岩崎　仁 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
CREB3L3 controls fatty acid oxidation and ketogenesis in synergy
with PPARα.

Sci Rep. 16巻6号,p39182- Sci Rep. Original Article

138 島野  仁 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
脂質異常症（泌尿器科処方のすべて　11.併存疾患＜内分泌・代謝系
＞）

臨床泌尿器科　巻：70 号：4 ページ：294‐297 臨床泌尿器科 Original Article

139 島野  仁 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
 Association of eating three meals irregularly with changes in BMI and
weight among young Japanese men and women: A 2-year follow-up.

Physiol Behav. 163巻号,p81-87 Physiol Behav. Original Article

140 柴山　大賀 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
糖尿病腎症患者への療養指導状況と糖尿病透析予防指導管理料の
算定がそれに及ぼす影響　糖尿病看護認定看護師・慢性疾患看護専
門看護師の横断的調査から

日本糖尿病教育・看護学会誌 20巻2号 Page167-174(2016.09) 日本糖尿病教育・看護学会誌 Original Article

141 柴山　大賀 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
診療報酬「糖尿病透析予防指導管理料」の算定に関する実態と課題—
糖尿病看護認定看護師・慢性疾患看護専門看護師への横断的実態
調査から　第２報

日本糖尿病教育・看護学会誌 /21(1)/pp.56-62, 2017-03 日本糖尿病教育・看護学会誌 Original Article

142 野牛　宏晃 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ
Fulminant Type 1 Diabetes Mellitus Presenting 11 Days after Delivery
in a Patient of Mixed Genetic Background

Internal Medicine　55巻14号 Page1881-1885(2016.07) Internal Medicine Original Article

143 島野  仁 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ 特集にあたって（PPAR α revisit） The LipidVol27 No4 2016.10 The Lipid Original Article
144 島野  仁 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ 飽和脂肪酸・コレステロール摂取制限の科学的根拠 動脈硬化予防 16巻1号 Page21-27(2017.03) 動脈硬化予防 Original Article
145 柴山　大賀 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ 【看護研究のイロハを学ぼう!】 看護研究の進め方 循環器ナーシング  6巻12号 Page48-54(2016.12) 循環器ナーシング Original Article
146 菅野　洋子 内分泌代謝・糖尿病(内)診療グループ 飽和脂肪酸・コレステロール摂取制限の科学的根拠 動脈硬化予防 16巻1号 Page21-27(2017.03) 動脈硬化予防 Original Article
147 都島　由希子 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 当院における甲状腺細胞診結果の評価と取り組み  日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 33巻Suppl.2 PageS277(2016.09)  日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 Original Article

148 原　尚人　　　　　　　　　　　　乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 茨城県における小児甲状腺超音波検診
乳腺甲状腺超音波医学　第36回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術
集会プログラム・予稿集 5巻2号 Page216(2016.04)

乳腺甲状腺超音波医学　第36回日本乳腺甲状腺超音波医学会学
術集会プログラム・予稿集

Original Article

149 原　尚人　　　　　　　　　　　　乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ
他に代替治療のない放射線ヨウ素治療(RAI)不適応の分化型甲状腺
癌患者を対象としたソラフェニブの有効性・安全性に関する臨床研究
(RAI-skip study)

日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌　Apr. 30, 2016　S59 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 Original Article

150 坂東　裕子 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 進行・再発乳癌診療におけるチームアプローチ
第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集 24回
Page210(2016.06)

第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集 Original Article

151 原　尚人　　　　　　　　　　　　乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 甲状腺内視鏡手術・今後の展望における問題点と課題 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 33巻4号 Page205-209(2016.12) 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 Original Article
152 原　尚人　　　　　　　　　　　　乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 甲状腺内視鏡手術・今後の展望における問題点と課題 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 33巻4号 Page205-209(2016.12)  日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌 Original Article

153 坂東　裕子 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ
Oncotype DX®に関する最新知見: 前向き検証試験と各種ガイドライン
上での位置づけ

腫瘍内科 18巻3号 Page196-201(2016.09) 腫瘍内科 Original Article

154 市岡　恵美香 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 当院乳癌患者における相談支援センター利用の現状 第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集  Page283(2016.06) 第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集 Original Article

155 池田　達彦 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ
甲状腺MALTリンパ腫治療後DLBCLに転化し、甲状腺全摘を施行した
1例

日本超音波医学会 第28回関東甲信越地方会学術集会　抄録集
/2016-10-22--2016-10-23;

日本超音波医学会 第28回関東甲信越地方会学術集会　抄録集 Original Article

156 市岡　恵美香 乳腺・甲状腺・内分泌（外）診療グループ 当院におけるレンバチニブ８例の使用経験 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会プログラム 第14回日本臨床腫瘍学会学術集会プログラム Original Article

157 松本　功 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ
関節リウマチにおける単球・マクロファージとTNFα-induced adipose
related (TIARP)

Japanese Journal of Clinical Immunology　39巻5号 Page455-
459(2016.10)

Japanese Journal of Clinical Immunology Original Article

158 松本　功 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 臓器障害を有する症例における治療 診断と治療　104巻12号 Page1577-1580(2016.12) 診断と治療 Original Article
159 松本　功 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 関節リウマチの免疫病態 –治療へのインパクト− Medical Practice　33巻10号 Page1543-1546(2016.10) Medical Practice Original Article
160 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ アナログペプチド発現米を用いたGPI誘導関節炎の抑制 Jpn.J.Clin.Immunol.　40巻1号 Page28-34(2017.02) Jpn.J.Clin.Immunol. Original Article
161 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 弛緩性四肢麻痺で発症したⅠ型尿細管性アシドーシス合併 内科117(4)/pp.887-889, 2016-04 内科 Original Article
162 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群 分子リウマチ治療　10巻3号 Page153-157(2017.07) 分子リウマチ治療 Original Article
163 近藤　裕也 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 関節リウマチとサイトカイン 日本臨牀　74巻6号 Page913-918(2016.06) 日本臨牀 Original Article

164 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ
関節リウマチ合併二次性シェーグレン症候群に対するアバタセプトに
よる新規治療戦略

臨床リウマチ 28巻4号 Page284-298(2016.12) 臨床リウマチ Original Article

165 松本　功 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ
関節リウマチにおける単球・マクロファージとTNFα-induced adipose
related protein (TIARP)

日本臨床免疫学会会誌 39巻5号 Page455-459(2016.10) 日本臨床免疫学会会誌 Original Article

166 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群の筋・関節病変 リウマチ科 56巻5号 Page472-481(2016.11) リウマチ科 Original Article
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167 坪井　洋人 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群（Sjögren’s Symdrome;SS）:abataceptの可能性 Mebio 28：/33(10)/pp.47-82, 2016-05 Mebio Original Article
168 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群 分子リウマチ治療　10巻3号 Page153-157(2017.07) 医学のあゆみ　自己免疫疾患 Original Article
169 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群の病因：T細胞を中心に リウマチ科 56巻5号 Page439-444(2016.11) リウマチ科 Original Article
170 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群と病原性CD4+T細胞 医学のあゆみ　自己免疫疾患 259巻2号 Page187-191(2016.10) 医学のあゆみ　自己免疫疾患 Original Article
171 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 関節リウマチ 健康日本/579/pp.16-17, 2016-06 健康日本 Original Article
172 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群 分子リウマチ治療　10巻3号 Page153-157(2017.07) 健康日本 Original Article
173 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 口腔咽頭の臨床　第３版（書評） medicina53(3)/p.726, 2016-04 medicina Original Article

174 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ 疾患活動性、重症度
全身性エリテマトーデス 最新医学別冊 診断と治療ABC/118/pp.116-
129, 2016-12

全身性エリテマトーデス 最新医学別冊 診断と治療ABC Original Article

175 住田　孝之　　　　　　　　　　　膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ シェーグレン症候群 分子リウマチ治療　10巻3号 Page153-157(2017.07) 薬局増刊号 病気とくすり2017 Original Article

176 林　太智 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ
Left Ventricular Global Strain for Estimating Relaxation and Filling
Pressure　– A Multicenter Study –

Circulation Journal 80巻5号 Page1163-1170(2016.04) Circulation Journal Original Article

177 廣田　智哉 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ
Altered Peptide Ligand発現米を用いたGPIペプチド誘導関節炎の抑制
効果の検討

日本臨床免疫学会会誌 39巻4号 Page380(2016.08) 日本臨床免疫学会会誌 Original Article

178 横澤　将宏 膠原病リウマチアレルギー内科診療グループ T-bet過剰発現によるAHR抑制を介したTh17細胞分化制御 日本臨床免疫学会会誌 39巻4号 Page427(2016.08) 日本臨床免疫学会会誌 Original Article
179 二宮　治彦 血液内科診療グループ ＰＮＨの臨床病態総論、最新の治療法とその問題点 血液フロンティア26巻6号   （2016年5月） 血液診療グループフロンティア Original Article
180 千葉　滋 血液内科診療グループ 悪性リンパ腫の遺伝子変異 臨床血液 57巻12号 Page2554-2563(2016.12) 臨床血液診療グループ Original Article
181 千葉　滋 血液内科診療グループ 骨髄系腫瘍とリンパ系腫瘍におけるTET2変異の意義 臨床血液 57巻6号 Page715-722(2016.06) 臨床血液診療グループ Original Article
182 石井　映美 精神神経診療グループ 精神科通院学生の学業転帰について―より合理的な支援のために―. CUMPUS HEALTH  2017; 54(1): 358-359. CUMPUS HEALTH Original Article

183 松﨑　朝樹 精神神経診療グループ
歯科医院のための内科学講座　全身管理・全身疾患を見据えた補綴
治療のススメ(第13回)　「うつ病で治療中なんですが、歯科治療は普通
に受けていいですか?」

補綴臨床　50巻2号 Page208-225(2017.03) 補綴臨床 Original Article

184 根本　清貴 精神神経診療グループ 脳構造画像による統合失調症の判別. 日本生物学的精神医学会誌　27巻4号 Page197-201(2016.12) 日本生物学的精神医学会誌 Original Article

185 佐藤　晋爾 精神神経診療グループ
東日本大震災後に茨城県北茨城市に避難した福島県民のうつ、心的
外傷、アルコール依存について　震災2年後のアンケート調査の結果

臨床精神医学 45巻11号 Page1457-1464(2016.11) 臨床精神医学 Original Article

186 佐藤　晋爾 精神神経診療グループ
東日本大震災における現地非専門職スタッフのメンタル・ヘルスにつ
いて：post traumatic stress symtomsとの関連から

日本社会精神医学雑誌25（4）305 -312 2016 日本社会精神医学雑誌 Original Article

187 東　晋二 精神神経診療グループ 原発性進行性失語症をとりまく現状と課題　家族会活動を通じて． 精神医学 58巻10号 Page847-854(2016.10) 精神医学 Original Article

188 東　晋二 精神神経診療グループ
シヌクレイノパチー,TDP-43プロテイノパチー,およびポリグルタミン病
(特集 認知症の生物学的研究 : Update)

老年精神医学雑誌 28巻2号 Page123-128(2017.02) 老年精神医学雑誌 Original Article

189 新井　哲明 精神神経診療グループ
認知症の生物学的研究－Update　シヌクレイノパチー，TDP-43プロテ
イノパチー，およびポリグルタミン病．

老年精神医学雑誌，28巻2号 Page123-128(2017.02) 老年精神医学雑誌， Original Article

190 新井　哲明 精神神経診療グループ
嗜癖に着目することで治療が進展した過食性障害とアルコール使用障
害の合併例.

精神医学 58巻5号 Page447-449(2016.05) 精神医学 Original Article

191 根本　清貴 精神神経診療グループ
嗜癖に着目することで治療が進展した過食性障害とアルコール使用障
害の合併例

精神医学 58巻5号 Page447-449(2016.05) 精神医学 Original Article

192 根本　清貴 精神神経診療グループ 脳構造画像による統合失調症の判別 日本生物学的精神医学会誌 27巻4号 Page197-201(2016.12) 日本生物学的精神医学会誌 Original Article

193 佐藤　晋爾 精神神経診療グループ
東日本大震災後に茨城県北茨城市に避難した福島県民のうつ、心的
外傷、アルコール依存について

臨床精神医学 45巻11号 Page1457-1464(2016.11) 臨床精神医学 Original Article

194 佐藤　晋爾 精神神経診療グループ
内因反応性気分変調概念とその批判─＜気分変調症候群とその内因
性/反応性の二面性＞（Weitbrecht）（部分訳）および＜Weitbrechtの
「内因反応性気分変調」批判＞（Völkel）（全訳）─

臨床精神病理37(１)/pp.9-19, 2016-4 臨床精神病理 Original Article

195 佐藤　晋爾 精神神経診療グループ
発達障害成人例（自閉症スペクトラム障害）を疑う時─対話における特
性から─

精神科治療学31(5)/p.674, 2016-5 精神科治療学 Original Article

196 高橋　晶 精神神経診療グループ  避難所における抑うつ・不安および睡眠障害とその対策 Depression Strategy 6巻4号 Page13-16(2016.12) Depression Strategy Original Article

197 松﨑　朝樹 精神神経診療グループ
歯科医院のための内科学講座(13) 「うつ病で治療中なんですが，歯科
治療は普通に受けていいですか？」

補綴臨床 50巻2号 Page208-225(2017.03) 補綴臨床 Original Article

198 松﨑　朝樹 精神神経診療グループ 臨床的関与の対象となることのある他の状態 日本精神科病院協会雑誌/35(6)/pp.41-46, 2016-06 日本精神科病院協会雑誌 Original Article
199 藤澤　康弘 皮膚診療グループ がん治療と分子標的薬 西日本皮膚科 78巻3号 Page221-228(2016.06) 西日本皮膚科 Original Article
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200 沖山　奈緒子 皮膚診療グループ
特集　膠原病はどこまでわかったか？　皮膚筋炎・多発性筋炎の発症
メカニズム

皮膚アレルギーフロンティア 15巻1号 Page23-26(2017.03) 皮膚アレルギーフロンティア Original Article

201 沖山　奈緒子 皮膚診療グループ
免疫チェックポイント阻害剤によって誘発される多彩な自己免疫反応
性副作用～皮膚から神経まで～

日本臨床免疫学会会誌 39巻4号 Page350(2016.08) 日本臨床免疫学会会誌 Original Article

202 渡辺　玲 皮膚診療グループ マウスとヒトにおけるresident memory T細胞 日本臨床免疫学会会誌 39巻6号 Page505-512(2016.12) 日本臨床免疫学会会誌 Original Article

203 田川　学 小児（内）診療グループ
腹痛および低栄養に対して腸瘻を用いた経腸栄養が有用であったア
ルコール性慢性膵炎の一例

日本静脈経腸栄養学会雑誌　31巻3号 Page855-858(2016.05) 日本静脈経腸栄養学会雑誌 Original Article

204 高橋　実穂 小児（内）診療グループ
【一歩進んだ胎児超音波検査-具体的な描出法/測定方法を教えます-
】 超音波ドプラ法　高心拍出性心不全をきたす胎児疾患の超音波によ
る動静脈血流の評価

周産期医学　46巻5号 Page637-645(2016.05) 周産期医学 Original Article

205 加藤　愛章 小児（内）診療グループ これだけは知っておきたい！　胎児心磁図 心電図 = Electrocardiology　36巻3号 Page212-215(2016.10) 心電図 = Electrocardiology Original Article

206 高橋　実穂 小児（内）診療グループ
胎児心エコー所見をもとに早期娩出し救命できたハイリスク仙尾部奇
形腫の胎児例

日本小児循環器学会雑誌 = Acta cardiologica paediatrica Japonica
32巻4号 Page328-334(2016.07)

日本小児循環器学会雑誌 = Acta cardiologica paediatrica
Japonica

Original Article

207 堀米　仁志　　　　　　　　　　小児（内）診療グループ
【小児循環器治療の最前線-クスリとデバイス】 薬剤の使いかたを知る
β遮断薬の使いかた

小児科診療　79巻7号 Page905-913(2016.07) 小児科診療 Original Article

208 宮園　弥生 小児（内）診療グループ 未熟児網膜症患者におけるベバシズマブ注射後の早期眼圧変化 眼科臨床紀要 9巻6号 Page543(2016.06) 眼科臨床紀要 Original Article
209 大戸　達之 小児（内）診療グループ なぜ早期の支援が必要なのだろうか 小児内科 48巻5号 Page664-668(2016.05) 小児内科 Original Article
210 岩淵　敦 小児（内）診療グループ 筑波大学小児集中治療センターの2014年の診療実績  茨城県救急医学会雑誌 39号 Page46-47(2016.04)  茨城県救急医学会雑誌 Original Article
211 榎園　崇 小児（内）診療グループ 茨城県の県北県央・県南西部における小児てんかん外科の現状 てんかん研究 34巻2号 Page581(2016.09) てんかん研究 Original Article
212 増本　幸二 小児（外）診療グループ Branchio-otic症候群に伴う両側側頸瘻の1例 日本小児外科学会雑誌　(0288-609X)53巻1号 Page105-109(2017.02) 日本小児外科学会雑誌 Original Article
213 新開　統子 小児（外）診療グループ 小児外科における大建中湯の応用 小児外科 48巻7号 Page676-680(2016.07) 小児外科 Original Article
214 新開　統子 小児（外）診療グループ 当院における胃内異物の治療経験 小児科臨床/69(5)/pp.839-846, 2016 小児科臨床 Original Article
215 瓜田　泰久 小児（外）診療グループ 【小児救急セミナーシリーズ:外因性疾患への初期対応】 腎外傷 小児外科 48巻2号 Page169-173(2016.02) 小児外科 Original Article
216 増本　幸二 小児（外）診療グループ 小児における微量元素欠乏症 – 特に栄養管理時における – 日本臨床 74巻7号 Page1214-1219(2016.07) 日本臨床 Original Article
217 増本　幸二 小児（外）診療グループ 用語解説　セレン(Se: Selenium) 外科と代謝・栄養 50巻6号 Page377-380(2016.12) 外科と代謝・栄養 Original Article
218 増本　幸二 小児（外）診療グループ 新生児編　停留精巣・陰嚢水腫 周産期医学　必修知識第8版 46巻増刊 Page797-799(2016.12) 周産期医学　必修知識第8版 Original Article
219 高安　肇 小児（外）診療グループ 新生児先天性横隔膜ヘルニア研究グループ：術後の胸郭・脊椎変形 小児外科 48巻5号 Page504-508(2016.05) 小児外科 Original Article

220 小野　健太郎 小児（外）診療グループ
外傷性遅発性小腸狭窄に対し腹腔鏡補助下手術を施行した1例 単孔
式腹腔鏡補助下イ レウス手術における術中消化管減圧の工夫

日本小児外科学会雑誌 52巻7号 Page1337-1341(2016.12) 日本小児外科学会雑誌 Original Article

221 千葉　史子 小児（外）診療グループ 新生児肛門部脂肪腫の1例 日本小児外科学会雑誌 52巻5号 Page1056-1060(2016.08) 日本小児外科学会雑誌 Original Article
222 小野　健太郎 小児（外）診療グループ 外傷性遅発性小腸狭窄に対し腹腔鏡補助下手術を施行した1例 日本小児外科学会雑誌 52巻7号 Page1337-1341(2016.12) 日本小児外科学会雑誌 Original Article
223 羽田　康司 整形診療グループ 平成27年9月関東・東北豪雨災害における茨城JRATの活動について Journal of Clinical Rehabilitation　25巻5号 Page446-452(2016.05) Journal of Clinical Rehabilitation Original Article
224 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ 陳旧性手指MP関節部伸筋腱脱臼の手術療法の経験 日本手外科学会誌 32巻6号 Page869-873(2016.04) 日本手外科学会誌 Original Article
225 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ MP関節での伸筋腱脱臼の治療 Monthlybook Orthopaedics 29巻1号 Page53-58(2016.01) Monthlybook Orthopaedics Original Article

226 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ
ヒンジ型創外固定器を工夫し二段階手術で治療した陳旧性小指PIP関
節掌側脱臼骨折の1例

日本創外固定・骨延長学会雑誌 27巻 Page7-12(2016.02) 日本創外固定・骨延長学会雑誌 Original Article

227 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ 陳旧性手指MP 関節部伸筋腱脱臼の手術療法の経験
日本手外科学会雑誌 = The journal of Japanese Society for Surgery
of the Hand 32巻6号 Page869-873(2016.04)

日本手外科学会雑誌 = The journal of Japanese Society for
Surgery of the Hand

Original Article

228 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ
ヒンジ型創外固定器を用いたPIP関節屈曲拘縮に対する間歇的授動
術

整形外科最少侵襲手術ジャーナル 78号 Page71-77(2016.02) 整形外科最少侵襲手術ジャーナル Original Article

229 西浦　康正　　　　　　　　　　　整形診療グループ MP関節部での伸筋腱脱臼の治療 Monthly Book Orthopaedics/29 /pp.53 -58 , 2016 Monthly Book Orthopaedics Original Article

230 船山　徹 整形診療グループ
Primary Extradural Peripheral Primitive Neuroectodermal Tumor
(Extraskeltal Ewing’s Sarcoma) Arising from the Sacral Spinal Nerve
Root: A Case Report and Review of the Literature

Journal of Spine and Neurosurgery  2017-03 Journal of Spine and Neurosurgery Original Article

231 田中　健太 整形診療グループ
The use of a novel in-bed active Leg Exercise Apparatus (LEX) for
increasing venous blood flow

Journal of Rural Medicine 11巻1号 Page11-16(2016.06) Journal of Rural Medicine Original Article
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232 田中　健太 整形診療グループ
The use of a novel in-bed active Leg Exercise Apparatus (LEX) for
increasing venous blood flow

Journal of Rural Medicine 11巻1号 Page11-16(2016.06) Journal of Rural Medicine Original Article

233 田中　健太 整形診療グループ
The use of a novel in-bed active Leg Exercise Apparatus (LEX) for
increasing venous blood flow

Journal of Rural Medicine 11巻1号 Page11-16(2016.06) Journal of Rural Medicine Original Article

234 田中　健太 整形診療グループ
The use of a novel in-bed active Leg Exercise Apparatus (LEX) for
increasing venous blood flow

Journal of Rural Medicine 11巻1号 Page11-16(2016.06) Journal of Rural Medicine Original Article

235 田中　健太 整形診療グループ
Muscle activity in the lower limbs during push-down movement with a
new          active-exercise apparatus for the leg

Journal of Physical Therapy Science 28巻3号 Page1050-
1054(2016.03)

Journal of Physical Therapy Science Original Article

236 田中　健太 整形診療グループ
Muscle activity in the lower limbs during push-down movement with a
new          active-exercise apparatus for the leg

Journal of Physical Therapy Science 28巻3号 Page1050-
1054(2016.03)

Journal of Physical Therapy Science Original Article

237 田中　健太 整形診療グループ
Muscle activity in the lower limbs during push-down movement with a
new          active-exercise apparatus for the leg

Journal of Physical Therapy Science 28巻3号 Page1050-
1054(2016.03)

Journal of Physical Therapy Science Original Article

238 平岡　孝浩 眼診療グループ 実用視力検査の意義と臨床応用 視覚の科学　37巻3号 Page75-82(2016.10) 視覚の科学 Original Article
239 平岡　孝浩 眼診療グループ 【こどもの近視進行予防】 オルソケラトロジーによる予防  眼科グラフィック　5巻2号 Page170-174(2016.04)  眼科グラフィック Original Article

240 平岡　孝浩 眼診療グループ
【小児眼科Q&A】 学童近視・近視検査・屈折異常など　近視進行に対
する光学的治療について教えてください

あたらしい眼科　33巻臨増 Page65-71(2016.11) あたらしい眼科 Original Article

241 平岡　孝浩 眼診療グループ
【学童の近視進行予防アップデート】 コンタクトレンズによる近視進行
予防

あたらしい眼科　33巻10号 Page1435-1441(2016.10) あたらしい眼科 Original Article

242 平岡　孝浩 眼診療グループ 【屈折矯正を見直す!】 オルソケラトロジーによる近視抑制 あたらしい眼科　33巻6号 Page795-800(2016.06) あたらしい眼科 Original Article

243 平岡　孝浩 眼診療グループ ドライアイと関連疾患　コンタクトレンズとドライアイ
 Frontiers in Dry Eye: 涙液から見たオキュラーサーフェス　11巻1号
Page48-52(2016.04)

 Frontiers in Dry Eye: 涙液から見たオキュラーサーフェス Original Article

244 平岡　孝浩 眼診療グループ 実用視力検査の意義と臨床応用 視覚の科学　37巻3号 Page75-82(2016.10) 視覚の科学 Original Article
245 加治　優一 眼診療グループ 加齢と眼疾患 Medical View Point37(9)/pp.1-2, 2016-09 Medical View Point Original Article
246 加治　優一 眼診療グループ ヒアルロン酸ナトリウムPF点眼液0.1%「日点」の使用経験 NANO OPHTHALMOLOGY50(2)/pp.17-19, 2016-10 NANO OPHTHALMOLOGY Original Article

247 岡本  史樹 眼診療グループ
自然閉鎖した特発性黄斑円孔患者の視機能と日常生活での物の見え
方

臨床眼科 70巻10号 Page1603-1608(2016.10) 臨床眼科 Original Article

248 岡本  史樹 眼診療グループ  IgG4関連疾患に合併した原田病の1例 眼科臨床紀要 9巻6号 Page544(2016.06) 眼科臨床紀要 Original Article
249 和田　哲郎　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉診療グループ 騒音性難聴の最近の知見（疫学、基礎など） 日本耳鼻咽喉科学会会報 120 巻 (2017) 3 号 日本耳鼻咽喉科学会会報 Original Article
250 西村　文吾 耳鼻咽喉診療グループ 扁桃原発濾胞樹状細胞肉腫例 耳鼻咽喉科臨床 109巻8号 Page563-569(2016.08) 耳鼻咽喉科臨床 Original Article
251 和田　哲郎　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉診療グループ 聴神経腫瘍の治療方針の選択 頭頸部外科 26巻2号 Page175-181(2016.10) 頭頸部外科 Original Article
252 和田　哲郎　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉診療グループ 耳鼻咽喉科医と産業保健総合支援センターの連携について 日本耳鼻咽喉科学会会報 119巻12号 Page1511-1515(2016.12) 日本耳鼻咽喉科学会会報 Original Article
253 原　晃　　　　　　　　　　　　　耳鼻咽喉診療グループ 診療所医療における新たな取り組み―近未来の開業医像とは― 日本耳鼻咽喉科学会会報119(9)/pp.1247-1247, 2016 日本耳鼻咽喉科学会会報 Original Article
254 田渕　経司 耳鼻咽喉診療グループ The role of peroxiredoxin I in cisplatin-induced ototoxicity. Auris-Nasus-Larynx (Tokyo) 44巻2号 Page205-212(2017.04) Auris-Nasus-Larynx (Tokyo) Original Article

255 佐々木　薫 形成診療グループ
血流不全が疑われた指に対しインドシアニングリーン蛍光造影法によ
る

日本マイクロ会誌 30巻2号 Page69-74(2017.06) 日本マイクロ会誌 Original Article

256 関堂　充 形成診療グループ 微小血管吻合を用いた乳房再建における内胸動脈の問題点
第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集 24回
Page293(2016.06)

第24回日本乳癌学会学術総会　プログラム抄録集 Original Article

257 関堂　充 形成診療グループ 前外側大腿皮弁の拳上 -解剖と拳上時の注意- PEPARS 118号　2016年10月. PEPARS Original Article
258 佐々木　薫 形成診療グループ 内側足底皮弁の基本とその応用 PEPARS 118号 Page81-88(2016.10) PEPARS Original Article

259 佐々木　薫 形成診療グループ
特集●研修医のための当直マニュアル　病院当直医の急変時の対応
皮弁の血流障害

JOHNS33巻3号（3月号） 2017年3月 JOHNS Original Article

260 相原　有希子 形成診療グループ 複数回の血管内治療により救肢に成功した重傷虚血肢の１例 日本下肢救済・足病学会誌 8 巻 (2016) 1 号 p. 67-72 日本下肢救済・足病学会誌 Original Article

261 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ
Hereditary diffuse leukoencephalopathy with spheroids (HDLS)（スフェ
ロイドを伴う遺伝性びまん性白質脳症）

精神科 28巻5号 Page411-417(2016.05) 精神科 Original Article

262 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ アルツハイマー病の疫学と危険因子 医学のあゆみ 257巻5号 Page444-448(2016.04) 医学のあゆみ Original Article
263 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ 見逃し症例から学ぶ神経症状の診極め方 脳神経外科44(4)/pp.329-329, 2016-04 脳神経外科 Original Article
264 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ 認知症の鑑別診断と治療はここまで進んだ 神経治療学 33巻2号 Page125-130(2016.03) 神経治療学 Original Article

265 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ
[Hereditary Diffuse Leukoencephalopathy with Spheroids (HDLS):
Clinical Characteristics and Pathomechanistic Insights]

Brain and nerve = Shinkei kenkyu no shinpo69巻1号,p17-23 Brain and nerve = Shinkei kenkyu no shinpo Original Article

266 玉岡　晃　　　　　　　　　　　　脳神経（内）診療グループ [Dyslipidemia and Dementia] Brain and nerve = Shinkei kenkyu no shinpo68巻7号,p737-742 Brain and nerve = Shinkei kenkyu no shinpo Original Article
267 渡邊　雅彦 脳神経（内）診療グループ Peptidergic phenotypes of pheochromocytoma Medical Research Archives 5, 2017-2 Medical Research Archives Original Article
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268 辻　浩史 脳神経（内）診療グループ レボドパが著効した開瞼困難の69歳女性例 日本運動障害研究会機関誌 26巻2号 Page85-90(2016.12) 日本運動障害研究会機関誌 Original Article

269 保坂　愛 脳神経（内）診療グループ
Body Lateropulsion and Cerebellar Tremor in a Patient with Pontine
Infarction

Internal Medicine 56巻5号 Page563-565(2017.03) Internal Medicine Original Article

270 石川　栄一　　　　　　　　　脳神経（外）診療グループ
悪性神経膠腫に対する術中BCNU Wafer留置　本邦の臨床医は本剤
をどのようにみているか.

癌と化学療法　43巻5号 Page603-607(2016.05) 癌と化学療法 Original Article

271 石川　栄一　　　　　　　　　脳神経（外）診療グループ ギリアデル―脳内留置における副作用マネージメント―． GLI1040ASG/pp.1-3, 2016 GLI1040ASG Original Article

272 阿久津　博義 脳神経（外）診療グループ
脳腫瘍の手術のための術前・術中支援　２．側脳室腫瘍に対する開頭
術、内視鏡手術

脳神経外科　44巻12号 Page1069-1079(2016.12) 脳神経外科 Original Article

273 阿久津　博義 脳神経（外）診療グループ
視床下部機能温存を意図した頭蓋咽頭腫摘出術後の肥満・認知機能
障害の検討．

第26回間脳下垂体腫瘍学会Proceeding 日本内分泌学会雑誌　92巻
Suppl.HPT Page17-18(2016.07)

第26回間脳下垂体腫瘍学会Proceeding 日本内分泌学会雑誌 Original Article

274 鶴淵　隆夫 脳神経（外）診療グループ 椎弓余剰骨の急速な増大を認めた二分脊椎類縁疾患の一例． 小児の脳神経、(投稿中)　41巻1号 Page152(2016.05) 小児の脳神経、(投稿中) Original Article

275 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
見逃されやすい無症候の髄膜腫　いまさら聞けない画像診断の基本
頭部CT編

日経メディカル　09/pp.72-73, 2016-9 日経メディカル Original Article

276 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
CTでは見逃しやすい下垂体腺腫と神経鞘腫　いまさら聞けない画像
診断の基本　頭部CT編

日経メディカル　10/pp.98-100, 2016-10 日経メディカル Original Article

277 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
予後不良の神経膠腫　転移性とどう見分ける　いまさら聞けない画像
診断の基本　頭部CT編

日経メディカル　11/pp.90-91, 2016-11 日経メディカル Original Article

278 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
小児の頭部外傷では虐待を見逃さない　いまさら聞けない画像診断の
基本　頭部CT編

日経メディカル　(6)/pp.104-105, 2016-6 日経メディカル Original Article

279 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
頭部外傷の急性期　生命に関わるCT診断　いまさら聞けない画像診
断の基本　頭部CT編

日経メディカル　(4)/pp.86-87, 2016-4 日経メディカル Original Article

280 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
脳に悪影響及ぼす頭部外傷の局所病変　いまさら聞けない画像診断
の基本　頭部CT編

日経メディカル　(5)/pp.72-74, 2016-5 日経メディカル Original Article

281 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
無症状のくも膜嚢胞を見つけたら？　いまさら聞けない画像診断の基
本　頭部CT編

日経メディカル　(7)/pp.92-93, 2016-7 日経メディカル Original Article

282 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
高齢者に多い正常圧水頭症　いまさら聞けない画像診断の基本　頭
部CT編

日経メディカル　(8)/pp.98-99, 2016-8 日経メディカル Original Article

283 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
Tc-MIBI SPECTの臨床的有用性　脳腫瘍SPECT⑤　専門医に求めら
れる最新の知識：脳腫瘍

脳神経外科速報 26巻8号 Page820-825(2016.08) 脳神経外科速報 Original Article

284 柴田　靖 脳神経（外）診療グループ
IMP SPECTによる悪性リンパ腫の診断　脳腫瘍SPECT⑥　専門医に
求められる最新の知識：画像

脳神経外科速報 26巻12号 Page1272-1277(2016.12) 脳神経外科速報 Original Article

285 鶴嶋　英夫 脳神経（外）診療グループ 研究者を研究不正から守る　〜筑波大学附属病院の取り組み〜 薬剤学 76巻4号 Page247-250(2016.07) 薬剤学 Original Article

286 石川　栄一　　　　　　　　　脳神経（外）診療グループ
悪性神経膠腫に対する術中BCNU Wafer留置～本邦の臨床医は本剤
をどのようにみているか？～

癌と化学療法 43巻5号 2016年5月号 43巻5号 Page603-607(2016.05) 癌と化学療法 43巻5号 2016年5月号 Original Article

287 小松　洋治 脳神経（外）診療グループ 頭部CT はなしはよく聴きましょう 日立医学会誌 54巻1号 Page45-47(2016.07) 日立医学会誌 Original Article

288 阿久津　博義 脳神経（外）診療グループ
[Pre- and Intra-Operative Supporting Technology for Brain
Tumors(2)Transcranial and Endoscopic Surgery for Lateral Ventricle
Tumors]

No shinkei geka. Neurological surgery44巻12号,p1069-1079 No shinkei geka. Neurological surgery Original Article

289 松田　真秀 脳神経（外）診療グループ
IgG4関連眼窩内腫瘤性病変に対する内視鏡下経鼻経篩骨洞的生検
術の1例．

Neurological Surgery 44巻1号 Page47-52(2016.01) Neurological Surgery Original Article

290 松田　真秀 脳神経（外）診療グループ グリオーマの免疫染色定量評価. Neuro-Oncologyの進歩 23巻1号 Page14-20(2016.04) Neuro-Oncologyの進歩 Original Article
291 松田　真秀 脳神経（外）診療グループ 悪性脳腫瘍に対する光線力学的療法（PDT）の基礎． 脳神経外科ジャーナル 25巻11号 Page905-911(2016.11) 脳神経外科ジャーナル Original Article

292 室井　愛 脳神経（外）診療グループ 小児疾患診療のための病態生理3
改訂5版　III. 神経疾患　16 脳膿瘍、硬膜下膿瘍、小児内科2016年
/48/pp.305-310, 2016

改訂5版　III. 神経疾患　16 脳膿瘍、硬膜下膿瘍、小児内科2016
年

Original Article

293 渡邉　大貴 脳神経（外）診療グループ
回復期脳卒中患者におけるロボットスーツHAL® (Hybrid Assistive
Limb®) 福祉用を用いた歩行練習の適応症例およびQOLと気分や感
情に対する効果の検討　―ランダム化比較試験の結果から―

理学療法科学 31巻5号 Page733-742(2016.10) 理学療法科学 Original Article

294 松村　明 脳神経（外）診療グループ MRSの基礎から臨床まで． 医学物理 36巻2号 Page85-91(2016.08) 医学物理 Original Article

295 髙橋　利英 脳神経（外）診療グループ
IgG4関連眼窩内腫瘤性病変に対する内視鏡下経鼻的経篩骨洞的生
検術の一例

脳神経外科pp.47-52 2016年1月10日 脳神経外科 Original Article
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296 高野　晋吾 脳神経（外）診療グループ グリオーマの免疫染色定量評価 Neuro-Oncologyの進歩 23巻1号 Page14-20(2016.04) Neuro-Oncologyの進歩 Original Article
297 松村　明 脳神経（外）診療グループ 悪性脳腫瘍に対する光線力学的療法（PDT）の基礎． 脳神経外科ジャーナル 25巻11号 Page905-911(2016.11) 脳神経外科ジャーナル Original Article

298 松村　明 脳神経（外）診療グループ
IgG4関連眼窩内腫瘤性病変に対する内視鏡下経鼻経篩骨洞的生検
術の1例．

Neurological Surgery 44巻1号 Page47-52(2016.01) Neurological Surgery Original Article

299 松村　明 脳神経（外）診療グループ グリオーマの免疫染色定量評価． Neuro-Oncologyの進歩 23巻1号 Page14-20(2016.04) Neuro-Oncologyの進歩 Original Article

300 松村　明 脳神経（外）診療グループ 巨大下垂体腺腫に対する手術治療戦略．
第２５回間脳下垂体腫瘍学会Proceeding　日本内分泌学会雑誌 91巻
Suppl.HPT Page41-42(2016.02)

第２５回間脳下垂体腫瘍学会Proceeding　日本内分泌学会雑誌 Original Article

301 松村　明 脳神経（外）診療グループ 高度屈曲内頚動脈に浮動性血栓を認めた心原性脳塞栓症の1例 脳卒中2016 脳卒中診療グループ中 Original Article
302 松丸　祐司 脳卒中診療グループ中診療グループ 【出血性脳血管障害】 脳動脈瘤に対する血管内治療の戦略と手技. 脳神経外科ジャーナル. 25巻1号 Page27-32(2016.01) 脳神経外科ジャーナル. Original Article

303 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
Stent retrieverによる血栓回収術後の血管傷害性合併症についての
検討

The Mt. Fuji Workshop on CVD 2016（急性期脳梗塞治療－現状と近
未来－）34巻 Page96-100,132-133(2016.08)

The Mt. Fuji Workshop on CVD 2016（急性期脳梗塞治療－現状と
近未来－）

Original Article

304 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
ミニレクチャー7. 急性期脳梗塞の再開通治療に伴う頭蓋内出血－そ
の病態と予防、治療－

脳血管内治療ブラッシュアップセミナー2016/pp.59-75, 2016 脳血管内治療ブラッシュアップセミナー2016 Original Article

305 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ 文献レビュー1：急性期再開通 第10回東京脳卒中の血管内治療セミナー /pp.19-32, 2016-9 第10回東京脳卒中診療グループ中の血管内治療セミナー . Original Article

306 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
脳卒中速報　Big Debate 内科医×外科医　File No. 3  多発性頭蓋外
動脈狭窄・閉塞による脳梗塞例－内科医の見解

脳神経外科速報 2016/26/pp.1076-1077, 2016 脳神経外科速報 2016 Original Article

307 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
脳卒中速報 脳卒中治療医必読の海外論文 Stenting versus
endarterectomy for treatment of carotid-artery stenosis Randomized
trial of stent versus surgery for asymptomatic carotid stenosis

脳神経外科速報 2016/26/pp.857-859, 2016 脳神経外科速報 2016 Original Article

308 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ CEP解剖・基礎-5 薬剤・周術期管理
第32回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会CEPテキスト
./47(12)/pp.3035-3037, 2016-12

第32回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会CEPテキス
ト

Original Article

309 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
脳循環障害の画像診断　多剤併用抗血栓療法にもかかわらず閉塞部
以遠の血栓化が進行したアテローム硬化性頭蓋内椎骨動脈閉塞の一

脳と循環 2016 21巻2号 Page161-166(2016.06) 脳と循環 2016 Original Article

310 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ ADAPTを第一選択とした急性期再開通療法の検討
The Mt. Fuji Workshop on CVD 2016（急性期脳梗塞治療－現状と近
未来－） 34巻 Page169-172(2016.08)

The Mt. Fuji Workshop on CVD 2016（急性期脳梗塞治療－現状と
近未来－）

Original Article

311 早川　幹人 脳卒中診療グループ中診療グループ
脳循環障害の画像診断　一側の脳虚血で発症し，無症候性に進行し
た対側内頚動脈狭窄に対して頚動脈ステント留置術を施行した特発性
両側頚部内頚動脈解離の一例

脳と循環 2016 21巻3号 Page269-274(2016.10) 脳と循環 2016 Original Article

312 小畠　真奈 婦人・周産期診療グループ
妊娠および授乳と薬に関する情報源についての産婦人科医師の意識
調査

産婦人科の実際　66巻2号 Page223-232(2017.02) 産婦人科の実際 Original Article
313 櫻井　学 婦人・周産期診療グループ 初回治療時より乳房転移を認めた卵巣漿液性癌IVB期の1例 日本婦人科腫瘍学会雑誌  34巻4号 Page683-687(2016.10) 日本婦人科腫瘍学会雑誌 Original Article
314 小畠　真奈 婦人・周産期診療グループ

妊娠および授乳と薬に関する情報源についての産婦人科医師の意識
調査

産婦人科の実際　66巻2号 Page223-232(2017.02) 産婦人科の実際 Original Article
315 濱田　洋実　　　　　　　　　　　婦人・周産期診療グループ 妊娠女性の感染症における治療の有益性と安全性の考え方 薬局 67巻5号 Page2061-2064(2016.04) 薬局 Original Article
316 濱田　洋実　　　　　　　　　　　婦人・周産期診療グループ 妊娠・産褥期に診断された脳腫瘍4例の臨床像 日本周産期･新生児医学会雑誌 52巻4号 Page1205-1209(2016.12) 日本周産期･新生児医学会雑誌 Original Article

317 猪股　伸一　　　　　　　麻酔診療グループ
Emergent Caesarean Section in a Patient with a Mediastinal Tumor
and Von Recklinghausen Disease: A Case Report.

 麻酔   2016 Jun;65(6):601-4  麻酔 Original Article

318 大坂  佳子 麻酔診療グループ
歯科医院のための内科学講座　全身管理・全身疾患を見据えた補綴
治療のススメ(第11回)　「アレルギー体質で、局麻アレルギーなんです
が……、と言われたら……」

補綴臨床　49巻6号 Page662-677(2016.11) 補綴臨床 Original Article

319 大坂  佳子 麻酔診療グループ
歯科医院のための内科学講座　全身管理・全身疾患を見据えた補綴
治療のススメ(第12回)　「なに、まだ検査データがわからない?」(検査
データ総ざらい)　本連載これまでのおさらい

補綴臨床　50巻1号 Page68-88(2017.01) 補綴臨床 Original Article

320 山下　創一郎 麻酔診療グループ
気管憩室様の解剖学的異常が残存した先天性食道閉鎖症根治術後
の患児の気道異物に対する硬性気管支鏡の麻酔経験

麻酔　65巻8号 Page824-827(2016.08) 麻酔 Original Article

321 山縣　憲司 歯・口腔診療グループ
連載　歯科医院のための内科学講座8「歯科医院に来た患者さんが妊
娠中・・・・どうしたらいいの？」

補綴臨床49(3)/pp.270-283, 2016 補綴臨床 Original Article

322 武川　寛樹 歯・口腔診療グループ
閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置治療の有用性に関
する検討

日本口腔外科学会雑誌 62巻8号 Page395-403(2016.08) 日本口腔外科学会雑誌 Original Article

323 武川　寛樹 歯・口腔診療グループ 歯肉出血を契機に診断された突発性血小板減少性紫斑病の１例 茨城県歯科医学会誌/(24)/pp.14-15, 2016-09 茨城県歯科医学会誌 Original Article
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324 武川　寛樹 歯・口腔診療グループ 統合失調症患者に認められた下顎歯肉がんの１例 茨城県歯科医学会誌(24)/pp.16-17, 2016-09 茨城県歯科医学会誌 Original Article

325 大井　雄一 保健衛生外来診療グループ
Free testosterone and growth hormone levels and association with
depression in apparently healthy men and women

Journal of Physical Fitness, Nutrition and Immunology 26巻3号
Page173-176(2016.12)

Journal of Physical Fitness, Nutrition and Immunology Original Article

326 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ
トラウマ関連問題を背景にもつ薬物依存症に対するプログラム；女性
を中心とした支援

精神療法43巻1号,p104-116 精神療法 Original Article

327 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ
官民協働刑務所における受刑者に対する生活向上のスキルプログラ
ムの開発：感情対処や対人関係のスキルへの働きかけを中心に

日本犯罪心理学会第54回大会抄録集2016-05 日本犯罪心理学会第54回大会抄録集 Original Article

328 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ 依存症家族の精神健康・コミュニケーション問題の実態とその支援 日本アルコール関連問題学会雑誌 日本アルコール関連問題学会雑誌 Original Article

329 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ
家庭内の暴力における関係性　心の科学特別企画　犯罪の心理　関
係性の中の犯罪　65－72　2016（7）

心の科学/特別企画　犯罪の心理　関係性の中の犯罪　65－72　2016
（7）

心の科学/特別企画　犯罪の心理　関係性の中の犯罪 Original Article

330 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ ドメスティック・バイオレンスの被害者のタイプ分類 アディクションと家族　31巻2号 Page129-140(2016.06) アディクションと家族 Original Article
331 森田　展彰　　　　　　　　　　　保健衛生外来診療グループ オキシトシンと絆・ストレス・メンタルヘルス 臨床心理学巻号,p368-374 臨床心理学 Original Article
332 笹原　信一朗 保健衛生外来診療グループ 健康生成論の成立とその分析 日本病跡学雑誌 92号 Page5-10(2016.12) 日本病跡学雑誌 Original Article

333 笹原　信一朗 保健衛生外来診療グループ Parental Bonding during Childhood and Self-rated Health in Adulthood
Journal of Physical Fitness, Nutrition and Immunology 26巻3号
Page162-168(2016.12)

Journal of Physical Fitness, Nutrition and Immunology Original Article

334 大井　雄一 保健衛生外来診療グループ
今時の若者とのコミュニケーションの取り方〔前編〕　従来型うつ病と現
代型うつ病の捉え方

Trim 2015-12-17--2015-12-17 Trim Original Article

335 平井　康仁 保健衛生外来診療グループ
職業性ストレス簡易調査票について～職業性ストレス簡易調査票の特
徴、活用法、課題～

こころの健康 : 日本精神衛生学会誌 31巻2号 Page17-22(2016.12) こころの健康 : 日本精神衛生学会誌 Original Article

336 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ
誤飲した大型有鉤義歯が頸部食道から胸部食道に嵌頓した2例－頸
部アプローチの工夫

手術　70(5), 2016-04 手術 Original Article

337 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ 周術期の栄養管理：術後栄養療法 レジデントノート18(5), 2016-05 レジデントノート Original Article
338 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ 周術期の栄養管理：術前栄養療法 レジデントノート18(5)/pp.790-798, 2016-05 レジデントノート Original Article
339 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ 侵襲早期の静脈栄養の是非：その論争の真相 外科と代謝・栄養　50 巻 (2016) 2 号 p. 111-126 外科と代謝・栄養 Original Article

340 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ
閉塞性大腸癌に対するbridging to surgeryとしての大腸ステント留置の
短期的な有用性の検討

日本消化器外科学会雑誌　49巻9号 Page834-841(2016.09） 日本消化器外科学会雑誌 Original Article

341 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ
下大静脈背側に密接した巨大な後腹膜神経節神経腫に対するHALS
の有用性

日鏡外会誌　21巻4号 Page427-434(2016.07) 日鏡外会誌 Original Article

342 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ
化学療法中の栄養支持療法、逆転の発想　短期絶食 は抗がん剤の
副作用を軽減する

医学のあゆみ　259巻10号 Page1035-1044(2016.12) 医学のあゆみ Original Article

343 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ 頸部食道癌に対する外科治療　胸部食道癌と比較して 日本気管食道科学会会報 67巻2号 Page s96(2016.04) 日本気管食道科学会会報 Original Article

344 星　拓男 救急・ 集中治療診療グループ
neurological pupil indexおよび縮瞳速度に対するプロポフォールおよび
レミフェンタニルの影響

麻酔 66巻2号 Page174-176(2017.02) 麻酔 Original Article

345 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ
宅配食の喫食による生活習慣病の改善効果　エネルギー制限食が肥
満を是正し血糖値を下げた

 日本臨床検査自動化学会会誌  42巻1号 Page26-30(2017.02)  日本臨床検査自動化学会会誌 Original Article

346 寺島　秀夫 救急・ 集中治療診療グループ ERAS®プロトコル：周術期管理の大変革 レジデントノート 18巻5号 Page832-841(2016.06) レジデントノート Original Article

347 井上　貴昭 救急・集中治療診療グループ
出血性ショックを伴う腹部刺創に対し，IABO併用下のDCS後に下腿コ
ンパートメント症候群を呈した1例.

日本救急医学会雑誌　26巻1号 Page19-24(2015.01) 日本救急医学会雑誌 Original Article

348 太刀川　弘和 救急・集中治療診療グループ 大学生を対象とした国内外の自殺予防研究に関する系統的レビュー CAMPUS HEALTH 54回 Page93(2016.09) CAMPUS HEALTH Original Article
349 長谷川　隆一　　　　　　　救急・集中治療診療グループ 呼吸管理と医療安全；呼吸管理の質の評価 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 26巻1号 Page7-10(2016.04) 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 Original Article

350 長谷川　隆一　　　　　　　救急・集中治療診療グループ
人工呼吸管理で使える！ケアにつながる！ポータブルX線・CT読影の
黄金ルール　（Theme 2）「引き」と「寄り」の繰り返しで見落としを防ごう

呼吸器ケア 15巻2号 Page129-141(2017.02) 呼吸器ケア Original Article

351 長谷川　隆一　　　　　　　救急・集中治療診療グループ ICUにおける早期リハビリテーションと医師の役割 重症集中ケア 15巻5号 Page122-126(2016.12) 重症集中ケア Original Article
352 長谷川　隆一　　　　　　　救急・集中治療診療グループ 呼吸管理と医療安全　呼吸管理の質の評価 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 26巻1号 Page7-10(2016.04) 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 Original Article
353 井上　貴昭 救急・集中治療診療グループ 脳・神経疾患診療におけるモニタリング　局所脳血流モニター 救急医学 40巻1号 Page49-56(2016.01) 救急医学 Original Article
354 井上　貴昭 救急・集中治療診療グループ 中毒救急講座：蘇生ガイドラインの改訂と中毒症例に関する対応 中毒研究 29巻3号 Page253-258(2016.09) 中毒研究 Original Article
355 井上　貴昭 救急・集中治療診療グループ 急性臓器障害のとらえ方．ベッドサイドにおけるアルゴリズム 救急医学 40巻8号 Page866-875(2016.08) 救急医学 Original Article
356 榎本　有希 救急・集中治療診療グループ 子どもにも適切な時に適切な場所で適切な医療を提供するために 茨城県救急医学会雑誌 39号 Page78-79(2016.04) 茨城県救急医学会雑誌 Original Article
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357 磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グループ
医療における課題解決型教育プログラムの提案 –診療放射線技師の
教育を例に–

診療放射線学教育学　4巻1号 Page7-11(2016.09) 診療放射線学教育学 Original Article

358 櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グループ 本邦での陽子線治療の現状と統一治療方針 Rad Fan 放射線治療　14巻14号 Page64-66(2016.11) Rad Fan 放射線治療 Original Article
359 磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グループ NAFLD診断における肝の脂肪量と線維化の評価. 月間インナービジョン31巻6号,p102-103 月間インナービジョン Original Article
360 熊田　博明 放射線腫瘍科診療グループ 加速器中性子源の利用　医療利用（ホウ素中性子捕捉療法） 加速器13(4)/pp.253-258, 2016-12 加速器 Original Article

361 粟飯原　輝人 放射線腫瘍科診療グループ 硼素中性子捕捉療法の照射野内眼球障害に対する考察
耳鼻咽喉科臨床　補冊146号 補冊146 Page149(2016.06)

耳鼻咽喉科臨床　補冊146号 Original Article

362 櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グループ 粒子線治療の適応疾患と世界動向 カレントテラピー 34巻5号 Page418-423(2016.05) カレントテラピー Original Article
363 磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グループ MRSの基礎から臨床まで 医学物理 36巻2号 Page85-91(2016.08) 医学物理 Original Article
364 大西　かよ子 放射線腫瘍科診療グループ Ⅰ期非小細胞肺癌高リスク症例に対する陽子線治療 第25回日本定位放射線治療学会　P-3-71 第25回日本定位放射線治療学会 Original Article
365 福光　延吉 放射線腫瘍科診療グループ 胃癌肝転移の陽子線治療成績 第52回日本肝癌研究会プログラム・抄録集　7,303-313 第52回日本肝癌研究会プログラム・抄録集 Original Article
366 櫻井　英幸 放射線腫瘍科診療グループ 進行肝癌における放射線治療の役割 第52回日本肝癌研究会/2017-07-01--2017-07-02 第52回日本肝癌研究会 Original Article
367 粟飯原　輝人 放射線腫瘍科診療グループ 硼素中性子捕捉療法のFBPA-PET検査と治療効果の検討 頭頸部癌 = Head and neck cancer 2016.6.8 頭頸部癌 = Head and neck cancer Original Article

368 水本　斉志 放射線腫瘍科診療グループ
粒子線治療の現状-保険適応を経ての実施体制-　小児腫瘍に対する
陽子線治療

臨床放射線 61(10), 1193-1200, 2016-10 臨床放射線 Original Article

369 水本　斉志 放射線腫瘍科診療グループ S3-3　脳腫瘍に対する陽子線治療 第19回日本臨床脳神経外科学会 vol.21 no.1 48-55 , 2011 第19回日本臨床脳神経外科学会 Original Article
370 石川　仁　　　　　　　　　　放射線腫瘍科診療グループ 日本放射線腫瘍学会第29回学術大会参加印象記 Rad Fan Rad Fan Original Article
371 石川　仁　　　　　　　　　　放射線腫瘍科診療グループ 大動脈ステント内挿術施行後のsalvage食道癌手術の臨床経験 日本気管支食道会報 67巻6号 Page423-428(2016.12) 日本気管支食道会報 Original Article

372 石川　仁　　　　　　　　　　放射線腫瘍科診療グループ
放射線治療の生物学的、物理学的基礎、日本泌尿器科学会卒後教育
プログラム（第13章）

日本泌尿器科学会誌 2016-04 日本泌尿器科学会誌 Original Article

373 玉木　義雄 放射線腫瘍科診療グループ 頸部食道癌に対する同時化学放射線療法 臨床放射線 61巻8号 Page1013-1017(2016.08) 臨床放射線 Original Article

374 磯辺　智範 放射線腫瘍科診療グループ
定年を迎える看護師が語る精神科看護で大切なこと　次の世代に伝え
たいこと

日本精神科看護学術集会誌 59巻1号 Page194-195(2016.06) 日本精神科看護学術集会誌 Original Article

375 増本　智彦 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ 【症例から学ぶMRIの基礎-臨床に直結する知識-】 脳腫瘍 画像診断 37巻1号 Page21-30(2016.12) 画像診断 Original Article

376 増本　智彦 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ
専門医に求められる最新の知識 脳腫瘍 BCNUウェハー、ベバシズマ
ブが使用可能になった現況での神経膠腫に対する画像診断のポイント

脳神経外科速報 26巻7号 Page702-710(2016.07) 脳神経外科速報 Original Article

377 増本　智彦 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ 【放射線照射後の画像診断】 正常臓器の照射後変化：脳 臨床放射線 61巻 4号 （2016年4月） pp.551-561. 臨床放射線 Original Article

378 増本　智彦 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ
【画像でみかける偶発的所見のマネジメント-あなたならどう書く?-】 脳
神経 low-grade glioma

画像診断 36巻9号 Page848-849(2016.07) 画像診断 Original Article

379 石黒　聡尚 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ 日常診療で放射線診断医が遭遇する代謝性骨疾患 臨床画像 32巻12号 Page1353-1363(2016.12) 臨床画像 Original Article

380 檜山　貴志 放射線診断・ＩＶＲ診療グループ
Enlargement of the brachial plexus on magnetic resonance imaging: A
novel finding in adult-onset Krabbe disease

BJR case reports May 25, 2015 BJR case reports Original Article

381 吉本　尚 総合診療グループ 日本のプライマリケアにおけるアルコール問題の頻度
平成28年度　日本アルコール・アディクション医学会学術総会　プログ
ラム・講演抄録集　51巻4号 Page180(2016.08)

平成28年度　日本アルコール・アディクション医学会学術総会
プログラム・講演抄録集

Original Article

382 前野  貴美 総合診療グループ 時間外に軽症で救急外来を受診する患者の特性と受診理由の検討
日本プライマリ・ケア連合学会学術大会　プログラム・抄録集/pp.230-
230, 2016-06

日本プライマリ・ケア連合学会学術大会　プログラム・抄録集 Original Article

383 細井　崇弘 総合診療グループ
【思い出のポートフォリオを紹介します】第16回 男性の健康問題～on
goingで作成し，実臨床にフィードバック～

Gノート3（8）　1550 -1554 2016 Gノート Original Article

384 吉本　尚 総合診療グループ
我が国の高リスク飲酒者へのスクリーニングとブリーフ・インターベン
ションの実施に関する考察―実現可能性と費用対効果の観点から―

日本医療・病院管理学会誌 = Journal of the Japan Society for
Healthcare administration/2016-09-17--2016-09-18

日本医療・病院管理学会誌 = Journal of the Japan Society for
Healthcare administration

Original Article

385 前野  哲博 総合診療グループ 指導医養成講習会におけるワールドカフェを取り入れた共有の試み 医学教育 47巻Suppl. Page253(2016.07) 医学教育 Original Article

386 吉本　尚 総合診療グループ
日本の3大学における過剰なアルコール使用の現状とその自己認識と
の関連

 第38回日本アルコール関連問題学会秋田大会 予稿集2016-09-09--
2016-09-10

 第38回日本アルコール関連問題学会秋田大会 予稿集 Original Article

387 高屋敷　明由美総合診療グループ 全国の地域枠学6年生の将来の進路希望と地域枠に関する考え 医学教育 47巻Suppl. Page163(2016.07) 医学教育 Original Article

388 片岡　義裕 総合診療グループ
地域枠学生が医師不足地域に定着しようとする意志の変化について
の記述的研究

医学教育47(suppl. 2016)/pp.161-161, 2016-07 医学教育 Original Article

389 前野  哲博 総合診療グループ 人々の健康を支えるオールラウンダーを目指しての取り組み 月刊地域医学30(10) 833 -837 2016 月刊地域医学 Original Article
390 前野  哲博 総合診療グループ 大小さまざまな医療機関で実習できるシステムを構築 NIKKEI MEDICAL 　2016.5　別冊付録 NIKKEI MEDICAL 　2016.5　別冊付録 Original Article
391 前野  哲博 総合診療グループ

「研修医のストレス」研究に携わって　懸田賞受賞者によるリレー・エッ
セイ

医学教育/48(1)/pp.13-16, 2017-02 医学教育 Original Article
392 前野  哲博 総合診療グループ 臨床推論の基本的な考え方　臨床医の思考プロセスをたどる 医療社会福祉研究 25巻 Page1-11(2017.03) 医療社会福祉研究 Original Article
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393 片岡　義裕 総合診療グループ
全国の地域医療教育プログラムの現状に関するアンケート調査結果
-続報-

医学教育 47巻Suppl. Page152(2016.07) 医学教育 Original Article

394 小林　裕幸 総合診療グループ
【内科の視点で診る手術前後の入院患者管理】 (第2章)内科的基礎疾
患をもつ患者さんの術前評価・周術期管理　DVTのリスク評価と予防、
そのエビデンス

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管理
18巻5号 Page934-943(2016.06)

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管
理

Original Article

395 小林　裕幸 総合診療グループ
【内科の視点で診る手術前後の入院患者管理】 (第2章)内科的基礎疾
患をもつ患者さんの術前評価・周術期管理　抗凝固薬、抗血小板薬を
処方中の患者の周術期管理

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管理
18巻5号 Page897-905(2016.06)

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管
理

Original Article

396 小林　裕幸 総合診療グループ 【ポリファーマシー】総合病院にて〜総合内科での実態とアプローチ〜 治療/98(12)/pp.1890-0894, 2016-12 治療 Original Article

397 吉本　尚 総合診療グループ アルコール健康障害基本法施行で変わるプライマリケアの現場 日本アルコール・薬物医学会雑誌 51巻4号 Page98(2016.08)
平成28年度　日本アルコール・アディクション医学会学術総会　プ
ログラム・講演抄録集

Original Article

398 吉本　尚 総合診療グループ 外来でできる早期スクリーニング　専門治療につなげるために 日本医事新報　4812号 Page26-33(2016.07) 日本医事新報 Original Article

399 吉本　尚 総合診療グループ
周術期の患者管理，こんなときどうする？　3．アルコール多飲，依存
症で気をつけることは？

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管理
18巻5号 Page994-1000(2016.06)

レジデントノート増刊　内科の視点で診る　手術前後の入院患者管
理

Original Article

400 吉本　尚 総合診療グループ プライマリケアの現場におけるハーム・リダクション 日本アルコール・薬物医学会雑誌 51巻4号 Page114(2016.08)
平成28年度　日本アルコール・アディクション医学会学術総会　プ
ログラム・講演抄録集

Original Article

401 吉本　尚 総合診療グループ
広げよう、学びの輪　勉強会へようこそ・番外編　筑波大学　総合診療
塾

総合診療のGノート3(3)/pp.547-547, 2016-04 総合診療のGノート Original Article
402 伊藤　慎 総合診療グループ 指導医の労働状況・指導状況および燃えつき（バーンアウト）について 医学教育 47巻Suppl. Page165(2016.07) 医学教育 Original Article

403 長岡　広香 総合診療グループ
造血幹細胞移植後アデノウイルス出血性膀胱炎による難治性疼痛を
きたした2例

Palliative Care Research 11巻Suppl. Page S368(2016.06) Palliative Care Research Original Article

404 春田　淳志 総合診療グループ
キャリアとしての医学教育　総合診療はおもしろい～若手医師・学生に
よる活動レポート

レジデントノート　2016年8月号 レジデントノート Original Article

405 山本　由布 総合診療グループ 家族内の意見がまとまらないご家族 総合診療のGノート 3巻6号 Page1079-1083(2016.09) 総合診療のGノート Original Article
406 野口　雅之　　　　　　　　　　　病理診断診療グループ

HER2の免疫染色の解釈は正しくできているのか？-茨城県での評価
結果-

乳癌の臨床/31(4), 2016 乳癌の臨床 Original Article

407 野口　雅之　　　　　　　　　　　病理診断診療グループ
オミックス解析研究のための病理検体の取り扱い標準手技1　凍結組
織の採取・保管・移送．

病理と臨床　臨時増刊号　癌の分子病理学　/34/pp.21-26, 2016 病理と臨床　臨時増刊号　癌の分子病理学 Original Article

408 竹内　朋代 病理診断診療グループ ヒト試料バイオバンク-現状と将来性- Organ Biology/pp.21-28, 2016-01 Organ Biology Original Article

409 高屋敷　典生 病理診断診療グループ 　一地域病院での病理解剖
病理と臨床　【病理解剖の現在-医療における相互検証文化を築くた
め-】 社会との接点 34巻11号 Page1196-1199(2016.11)

病理と臨床　【病理解剖の現在-医療における相互検証文化を築く
ため-】 社会との接点

Original Article

410 柳　久子　　　　　　　　　　　　遺伝診療グループ
行動プランの有無および自己効力感が1年後の運動行動変容ステー
ジに及ぼす影響

日本プライマリ・ケア連合学会誌　39巻4号 Page227-233(2016.12) 日本プライマリ・ケア連合学会誌 Original Article

411 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ
ASCO Perspective: Raising the Bar for Clinical Trials by Defining
Clinically Meaningful Outcomes.

腫瘍内科 17巻4号 Page454-457(2016.04) 腫瘍内科 Original Article

412 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ 末梢神経障害  プロフェッショナルがんナーシング 6巻4号 Page284-289(2016.08) がんナーシング Original Article

413 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ
Patient-reported outcomes in the evaluation of toxicity of anticancer
treatments.

腫瘍内科 19巻1号 Page107-111(2017.01) 腫瘍内科 Original Article

414 関根　郁夫 腫瘍内科診療グループ 医学教育における症例報告の意義 千葉医学雑誌 93巻1号 Page31-33(2017.02) 千葉医学雑誌 Original Article

415 涌水　理恵 リハビリテーション部
先天代謝異常症児の両親が抱く外来受診時のケアニーズおよび今後
の課題〜質問紙調査の結果から〜

日本小児看護学会第 26 回学術集会 講演集. (一般演題 O-
025).2016-11

日本小児看護学会第 26 回学術集会 講演集. (一般演題 O-025). Original Article

416 涌水　理恵 リハビリテーション部
新生児集中治療室（NICU)看護者が抱く子どものEnd-of Lifeケアに対
する困難感

小児保健研究　75巻2号 Page226-235(2016.03) 小児保健研究 Original Article

417 涌水　理恵 リハビリテーション部 先天代謝異常症児と家族の生活の医療社会面の実態
小児保健研究75 巻講演集,116.(一般演題 O2-027)　75巻講演集
Page175(2016.05)

小児保健研究75 巻講演集,116.(一般演題 O2-027) Original Article

418 涌水　理恵 リハビリテーション部
在宅重症心身障がい児家族の支援ニードと専門職による重要度およ
び実践度評価―看護職および行政職を対象としたデルファイ法による
調査より―

厚生の指標 63巻4号 Page23-32(2016.04) 厚生の指標 Original Article

419 涌水　理恵 リハビリテーション部
ペアレンティングプログラムが発達障がい外来に通院中の児・保護者・
家族に与えた効果についての定量的/定性的考察

家族看護学研究 21巻2号 Page158-170(2016.03) 家族看護学研究 Original Article

420 磯部　和正　　　　　　　　　　　検査部 宅配食の喫色による生活習慣病の改善効果 日本臨床検査自動化学会誌42(1) 26-30 2017年 2月 日本臨床検査自動化学会誌 Original Article
421 本間  真人 薬剤部

免疫抑制薬の後発医薬品使用の実態　アンケート調査報告(原著論
文)

Organ Biology 24巻1号 Page76-80(2017.01) Organ Biology Original Article
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422 本間  真人 薬剤部
タクロリムスとアゾール系抗真菌薬の薬物相互作用：アゾール系抗真
菌薬の種類と投与ルートの影響

医薬品相互作用研究 40巻1-2号 Page9-12(2016.09) 医薬品相互作用研究 Original Article

423 土岐　浩介 薬剤部 ドキソルビシン投与患者における左室駆出率（LVEF）の測定実態調査 第26回茨城がん学会　要旨集 p72 第26回茨城がん学会　要旨集 Original Article
424 土岐　浩介 薬剤部

薬剤師レジデント初期研修プログラム：抗がん剤調製の習熟度につい
て

第6回日本薬剤師レジデントフォーラム　要旨集 p42 第6回日本薬剤師レジデントフォーラム　要旨集 Original Article
425 土岐　浩介 薬剤部 HPLCによる血中エルトロンボパグ濃度の測定（第2報） 日本薬学会第137年会　要旨集 137年会4号 Page122(2017.03) 日本薬学会第137年会　要旨集 Original Article
426 本間  真人 薬剤部 免疫抑制薬の後発医薬品使用に関する一考察 Organ Biology 23巻2号 Page150-153(2016.07) Organ Biology Original Article

427 本間  真人 薬剤部
タクロリムスとアゾール系抗真菌薬の薬物相互作用　アゾール系抗真
菌薬の種類と投与ルートの影響(総説)

医薬品相互作用研究 40巻1-2号 Page9-12(2016.09) 医薬品相互作用研究 Original Article

428 土岐　浩介 薬剤部
日本循環器学会/日本TDM学会合同ガイドライン(2013-2014年度合同
研究班報告)【ダイジェスト版】　2015年版　循環器薬の薬物血中濃度
モニタリングに関するガイドライン

TDM研究 33巻3号 Page123-157(2016.09) TDM研究 Original Article

429 土岐　浩介 薬剤部 抗不整脈薬の個別適正化と定量的アプローチ 第26回日本医療薬学会年会　要旨集 p50 第26回日本医療薬学会年会　要旨集 Original Article
430 土岐　浩介 薬剤部 ベプリジルの投与量が副作用発現に及ぼす影響

日本病院薬剤師会関東ブロック第46回学術大会　講演要旨集2016-
08

日本病院薬剤師会関東ブロック第46回学術大会　講演要旨集 Original Article

431 土岐　浩介 薬剤部
自動車運転等の禁止の記載がある医薬品に関する研究（第4報）　処
方実態調査

日本病院薬剤師会関東ブロック第46回学術大会　要旨集2016-08 日本病院薬剤師会関東ブロック第46回学術大会　要旨集 Original Article

432 土岐　浩介 薬剤部
【薬物相互作用　適正なDDIマネジメントを実践するためのポイント】 治
療域が狭い・副作用が出やすい薬剤におけるDDIマネジメントの実践
例!　メトトレキサート

薬局 67巻8号 Page2564-2569(2016.07) 薬局 Original Article

433 土岐　浩介 薬剤部
筑波大学附属病院における薬剤師レジデント初期研修プログラム(第2
報)

第6回日本薬剤師レジデントフォーラム　要旨集p38 第6回日本薬剤師レジデントフォーラム　要旨集 Original Article
434 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構  身体活動量を測る：活動量計 体育の科学 /66(4)/pp.262-265, 2016-04 体育の科学 Original Article
435 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構 ランダム化比較試験と運動疫学 体力科学 65巻1号 Page49(2016.02) 体力科学 Original Article
436 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構 質問紙で評価した身体活動ガイドライン達成者の活動レベル 体力科学 65巻1号 Page156(2016.02) 体力科学 Original Article
437 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構 信頼できる健康情報の見分け方・発信の仕方 中京大学体育研究所紀要/31/pp.59-64, 2017-03 中京大学体育研究所紀要 Original Article
438 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構 未来のためにできること②運動編 糖尿病ケア 13巻11号 Page993-995(2016.11) 糖尿病ケア Original Article
439 橋本　幸一 つくば臨床医学研究開発機構 表面加工玄米のヒト介入試験による機能性評価 JATAFF ジャーナル 55巻5号 Page345-350(2017.04) JATAFF ジャーナル Original Article

440 藤江　敬子 つくば臨床医学研究開発機構
自宅外心肺停止事例における市民によるAED使用状況　水戸市消防
本部のデータから

 茨城県救急医学会雑誌 39号 Page46-47(2016.04)  茨城県救急医学会雑誌 Original Article

441 柳　健一 つくば臨床医学研究開発機構
整形外科・歯科領域コンビネーション製品評価指標素案の作成―革新
的医薬品・医療機器・再生医療製品実用化促進事業による取組―

レギュラトリーサイエンス学会誌2012-01 レギュラトリーサイエンス学会誌 Original Article

442 上野　悟 つくば臨床医学研究開発機構 臨床試験の品質向上を目指した統計学を用いたモニタリングの検証
第22回ヘルスリサーチフォーラム及び平成27年度研究助成金贈呈式
講演録p70-76

第22回ヘルスリサーチフォーラム及び平成27年度研究助成金贈
呈式　講演録

Original Article

443 中田　由夫 つくば臨床医学研究開発機構  質問紙法による定量的評価 体育の科学　66巻6号 Page397-401(2016.06) 体育の科学 Original Article

計443件
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

目的と適用範囲，病院長の責務，研究者等の責務，研究計画書に関する手続き・記載事項， 

研究に関する登録・公表，倫理審査委員会の役割・責務等，重篤な有害事象への対応， 

モニタリング及び監査，審査の手順等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年11回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

 マネジメントの原則，利益相反委員会，申告内容，申請手順 等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年11回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年11回 

 ・研修の主な内容 

治験に係る規則・ガイドライン及び実施に必要な知識 

   臨床研究に係るガイドライン及び実施体制と信頼性の確保 

   プロトコルデザイン，インフォームドコンセント，有害事象報告， 

   データ収集，モニタリング計画・実施・報告，生物統計，知財の取得 他 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

 

 後期研修の内容 別紙１のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数          204人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

               年  

 別紙２のとおり               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

               年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 
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                                         別紙 2 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

前野 哲博 

 
内科 

総合診療グループ

長 
26年 研修統括者 

兵頭 一之介 

 
消化器内科 

消化器内科診療グ

ループ長 
36年 研修統括者 

青沼 和隆 

 
循環器内科 

循環器内科診療グ

ループ長 
39年 研修統括者 

檜澤 伸之 

 
呼吸器内科 

呼吸器内科診療グ

ループ長 
31年 研修統括者 

山縣 邦弘 

 
腎臓内科 

腎臓内科診療グル

ープ長 
33年 研修統括者 

島野  仁 

 
内分泌・代謝・

糖尿病内科 

内分泌代謝糖尿病

内科診療グループ

長 

33年 研修統括者 

住田 孝之 

 

内科、リウマチ

科、アレルギー

科 

膠原病リウマチア

レルギー内科診療

グループ長 

38年 研修統括者 

千葉  滋 

  
血液内科 

血液内科診療グル

ープ長 
33年 研修統括者 

玉岡  晃 

 
神経内科 

神経内科診療グル

ープ長 
37年 研修統括者 

人見 重美 

 
感染症内科 

細菌学的診断診療

グループ長 
27年 研修統括者 

福島  敬 
小児科 

小児内科診療グル

ープ長 
31年 研修統括者 

新井 哲明 

 
精神科 

精神神経科診療グ

ループ長 
27年 研修統括者 

藤本  学 

 
皮膚科 診療グループ長 25年 研修統括者 

南   学 

 
放射線診断科 

放射線診断･IVR診

療グループ長 
34年 研修統括者 

櫻井 英幸 

 
放射線腫瘍科 

放射線腫瘍科診療

グループ長 
29年 研修統括者 

野口 雅之 

 
病理診断科 

病理診断診療グル

ープ長 
35年 研修統括者 

大河内 信弘 

 

消化器外科 

臓器移植外科 

消化器外科診療グ

ループ長 
39年 研修統括者 

平松 祐司 

 
心臓血管外科 

循環器外科診療グ

ループ長 
31年 研修統括者 

佐藤 幸夫 

 
呼吸器外科 

呼吸器外科診療グ

ループ長 
28年 研修統括者 

原  尚人 

 
乳腺・内分泌外

科 

乳腺・甲状腺・内

分泌外科診療グル

ープ長 

33年 研修統括者 
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増本 幸二 

 
小児外科 

小児外科診療グル

ープ長 
26年 研修統括者 

関堂  充 

 
形成外科 

形成外科診療グル

ープ長 
27年 研修統括者 

井上 貴昭 
救急科 

救急・集中診療グ

ループ長 
24年 研修統括者 

石川 栄一 

 
脳・神経外科 

脳神経外科診療グ

ループ長 
22年 研修統括者 

山崎 正志 

 
整形外科 

整形外科診療グル

ープ長 
34年 研修統括者 

西山 博之 

 
泌尿器科 

泌尿器外科診療グ

ループ長 
28年 研修統括者 

佐藤 豊実 

 
産科、婦人科 

婦人・周産期診療

グループ長 
28年 研修統括者 

田中  誠 

 
麻酔科 

麻酔科診療グルー

プ長 
31年 研修統括者 

原   晃 

 

耳鼻いんこう科 

頭頸部外科 

耳鼻咽喉科診療グ

ループ長 
38年 研修統括者 

大鹿 哲郎 

 
眼科 

眼科診療グループ

長 
32年 研修統括者 

檜澤 伸之 
内科 

睡眠呼吸障害療グ

ループ長 
31年 研修統括者 

関根 郁夫 
腫瘍内科 

腫瘍内科グループ

長 
29年 研修統括者 

羽田 康司 リハビリテーシ

ョン科 

リハビリテーショ

ングループ長 
26年 研修統括者 

武川 寛樹 
歯科口腔外科 

歯科・口腔外科診

療グループ長 
33年 研修統括者 
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(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数    別紙のとおり 

 ・研修の参加人数 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容  

1回目の主な内容 「診療の安全に関する研修 ガバナンス」 

 2回目の主な内容 「診療の安全に関する研修 医療倫理」 

 ・研修の期間・実施回数 

  1回目 37回 H28.11/11,17,18,28,29,30,12/1,2,6,9 

  2回目 29回 H29.3/16,23,24,27,28,29,30,31 

 ・研修の参加人数 

  1回目   2,775人  2回目 2,542人 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数      該当無し 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 
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研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修（平成２８年度分）
①　医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況

2016年10月21日

45名

小児外科セミナーシリーズ第23弾

先天性横隔膜ヘルニアにおける内視鏡手術の現状と今後の課
題

2016年12月9日

28名

小児外科セミナーシリーズ第21弾

小児肝腫瘍治療の現状と未来

2016年6月17日

27名

小児外科セミナーシリーズ第22弾

小児肝移植の現状と困難な周術期管理・手術症例

1

2

3

4

小児外科セミナーシリーズ第24弾

小児・周産期医療における小児外科の役割～小児外科は小
児・周産期医療にどこまで貢献すべきか？～

2017年1月6日

36名

別紙
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研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

2017年2月3日

63名

新生児蘇生法講習会

出生時に胎外呼吸循環が順調に移行できない新生児に対し
て，いかにして心肺蘇生法を行うべきかを学ぶ。助産師，看護
師，救急救命士を対象に実施。

8

死戦期帝王切開シミュレーション

緊急帝王切開を想定し，産科、麻酔科、新生児科、救急部、循
環器外科、OR看護師、助産師、CEでシミュレーションを行う。

2016年6月・12月，2回

122名

5

6

7

つくば母乳育児支援勉強会

お母さんと赤ちゃんに接する機会のある茨城県内の保健医療従
事者を対照に，母乳育児支援に関する科学的根拠に基づいた
最新の情報と臨床技能を伝え，協力し合うための勉強会

2015年10月，2016年2月・2回

110名

2016年4月～2016年12月・5回

71名

小児外科セミナーシリーズ第25弾

小児慢性機能性便秘症に対する漢方薬と西洋薬によるハイブ
リッド治療戦略
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研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

10

お薬説明会

新薬の使用方法に関する講習

6回

40-50名

9

薬剤部セミナー

薬剤業務改善、医薬品適正使用に関する研究の発表

20回

40～50名

12

薬剤師レジデント学習会

論文抄読、処方・症例検討、テーマ発表

47回

5名

11

がん医療従事者研修　地域がん診療連携拠点病院　薬剤師セ
ミナー（日本医療薬学会主催）

がん医療に携わる薬剤師に必要な知識に関する研修

1回

144名

3/6138/88



研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

14

妊産褥婦に対する最新医学管理研修

助産師、看護師を対象に、その時点で外来もしくは入院管理中
の実際の症例を題材として、妊産褥婦に対する最新の医学的な
管理法を医師（周産期（母体・胎児）専門医）が教育する

平成28年4月〜平成29年3月・計43回

1回平均5名

13

生命倫理研修

生命倫理に関して見識を深めることでより質の高い医療の実践
を目指す

平成28年8月30日

124名

16

薬剤説明会

新規採用薬剤および頻用薬剤についての説明・講習

12回

約30-40名

15

医療連携患者相談センター講演会（地域連携講演会）

大学病院から退院する患者が、安心かつスムーズに次の療養
先に移行・サービスが継続できるよう、院内職員が在宅医療・介
護分野の観点からアドバイスを受け、在院日数の短縮化や地域

平成28年11月・1回

医師8名　看護師32名　SW7名
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研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

18

茨城人工透析談話会

透析医療の向上発展のため、茨城県内の透析医療機関に従事
する医療関係者の相互の親睦を図り、透析治療法の研究・教育
を行う

年1回、平成28年11月13日

約990名

17

医療機器説明会

新規採用機器および頻用機器についての説明・講習

11回

約30-40名

20

茨城腹膜透析研究会

県内の腹膜透析医療に携わる医療従事者による学問的水準の
向上と診断・治療の研究をはかる

平成29年2月25日

60名

19

茨城CKD研究会

茨城県における慢性腎臓病の進展防止及び心血管系合併症の
抑制を検討し、ならびに病診連携モデルの共有をもって、その
研究向上と地域における健康増進を図る

年1回、平成29年3月18日

75名
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研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

研修名

研修の主な内容

研修の期間・実施回数

研修の参加人数

年1回、平成29年1月19日

104名

25

つくば腎不全病態研究会

県内で腎不全医療に携わる医療従事者が腎不全の原因・進行
抑制に関して学習する

平成28年7月21日

39名

24

腎不全治療について考える ～透析療法と腎移植～

県内で透析医療に携わる医療従事者が腎移植について学習す
る

平成28年9月1日

31名

23

腎と栄養懇話会

県内の腎臓疾患栄養指導を担う管理栄養士を中心とした医療
従事者による活動報告と最新の知見習得

平成28年9月8日

68名

22

痛風・高尿酸血症セミナー

県内で慢性腎臓病（ＣＫＤ）診療に携わる医療従事者が高尿酸
血症の成因や予防について学習する

平成28年4月14日

30名

21

茨城県バスキュラーアクセス研究会

県内の透析患者のバスキュラーアクセスを扱う医療従事者の活
動報告と最新の知見習得
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(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名  病院長 松村 明 

  管理担当者氏名  医療情報経営戦略部長 大原 信、薬剤部長 本間 真人 
病院総務部総務課長 岡野 勉、同部患者サービス課長 澤邊 康利 
同部品質・安全管理課長 山口 剛 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課総務・広報係 紙媒体で保管 
各科診療日誌 医療情報経営戦略部 電子化後は医療情報経

営戦略部サーバ室のサ
ーバで管理している。 
電子化以前の紙カルテ
及び押印の必要な同意
書等は1患者1ファイル
により、医療情報経営戦
略部の病歴室で保管・管
理している。 
診療録は電子データ、紙
媒体に関わらず院外へ
の持出しは禁止してい
る。但し大災害時、法令
に基づく要請など特別
な場合は病院長の許可
を得た上で持出すこと
ができる。 

処方せん 同上 
手術記録 同上 
看護記録 同上 
検査所見記録 同上 
エックス線写真 同上 
紹介状 同上 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

同上 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ
る
事

項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課人事・共済係 人事システムで保管・管
理している。 

高度の医療の提供の実績 患者サービス課 
 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

品質・安全管理課評価係 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

高度の医療の研修の実績 総務課教育センター係 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

閲覧実績 総務課 
品質・安全管理課 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

患者サービス課 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

患者サービス課 
薬剤部 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管(患者数) 
PC及び紙媒体で保管 
（調剤の数） 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

臨床医療管理部 
（品質・安全管理課） 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  
医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 
医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 
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 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

品質・安全管理課 共有サーバー及び 

紙媒体で保管 
院内感染対策のための委員会の
開催状況  

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

臨床医療管理部 
（品質・安全管理課） 

共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

品質・安全管理課 共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

総務課人事・共済係 
 

共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

臨床医療管理部 
（品質・安全管理課） 

共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況 

薬剤部 
臨床医療管理部 

PC及び紙媒体で保管 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

つくば臨床医学研究開
発機構（T-CReDO）、 
薬剤部 

PC及び紙媒体で保管 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

総務課人事・共済係 共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療機器管理センター 
臨床医療管理部 
（品質・安全管理課） 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療機器管理センター 
 
 

共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 
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 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

総務課人事・共済係 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 PC及び紙媒体で保管 
 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

総務課人事・共済係 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

総務課人事・共済係 共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

医療安全管理部門の設置状況 臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

つくば臨床医学研究
開発機構（T-CReDO）
、薬剤部 

PC及び紙媒体で保管 
 

監査委員会の設置状況 臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 
 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

患者サービス課 
共有サーバーで保管 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

大学本部 
総務部総務課 

情報提供がなかったの

で、保管記録なし 

職員研修の実施状況 臨床医療管理部 
(品質・安全管理課) 

共有サーバー及び 
紙媒体で保管 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

品質・安全管理課 共有サーバー及び 

紙媒体で保管 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 
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(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              附属病院長 松村 明 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              病院総務部総務課長 岡野 勉、 

品質・安全管理課長 山口 剛 

 閲覧の求めに応じる場所              病院総務部総務課 

 閲覧の手続の概要 

 

 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧については、大学が定めた「法人文書開示請求書」に 

必要事項を記入の上、総務課へ提出する。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9 条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ６件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０件 

  歯  科  医  師    延        ０件 
      国    延        １件 
  地 方 公 共 団 体    延        ２件 

その他    延                ３件 
(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 
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（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 

① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

・組織として事故防止に取り組む。 
・情報の共有化を図り、事故防止に役立てる。 
・医療安全に関する教育研修を実施する。  など 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 

 
  ・医療に係る安全管理体制に関すること。 

・医療に係る安全管理のための指針の作成及び見直しに関すること。 
・医療事故を防止するための医療従事者に対する啓発に関すること。 
・医療事故等に係る患者、家族等への対応に関すること。 
・医療事故等が発生した場合の原因の分析並びに改善策の立案、実施及び周知に関すること。 

  など 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年６６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
  ・ガバナンス （３７回開催） 
  ・医療倫理  （２９回開催） 
 
  ・法令及び研修目的に沿ったものとする。必要に応じて、感染対策、医薬品、 

医療機器の安全管理に関する内容を含める。 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

・医療行為の手順をエビデンスに基づいて改善する 
 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

院内感染対策に関する基本的な考え方 
   院内感染対策委員会及び感染管理部の設置 
   院内感染発生時の対応 
   職員研修 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
     

院内感染対策指針及びマニュアルの審議 
   院内感染対策に関する情報収集と職員への周知 
   改善策の立案及び全職員への周知 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年６６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 

第１期：ガバナンス、感染経路別予防策（３７回開催） 
   第２期：医療倫理、持ってますか！抗体検査・ワクチン接種履歴登録カード（２９回開催） 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 無し 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年６６回 

 

 

 ・ 研修の主な内容： 

 

第１期：ガバナンス、薬剤有害事象の報告（３７回開催） 

第２期：医療倫理、未承認薬や禁忌・適応外使用の取り扱い（２９回開催） 
 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 
 

医薬品の安全使用のための業務に関する手順書を改訂し、さらに「未承認薬等の臨床使用」に関
する手順書を作成した。 
それらに基づく業務の実施状況をチェックリストにより、定期的に確認している。 

 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 
・製薬企業からの情報収集 
・医薬品医療機器総合機構からのメール受信（医薬品医療機器情報配信サービス） 
・個人のメールボックスへの印刷物の配布（薬剤部からのお知らせ等） 
・院内メールによる情報配信 
・薬剤部内の朝礼による周知 
・薬剤部HPにおいても、情報提供 
・「未承認薬等の臨床使用」に関する手順書を医薬品安全使用のための業務手順書へ追加した。 
・医薬品の禁忌・適応外使用把握の手順を作成した。 
・院内製剤を含む未承認薬や適応外の医薬品の使用状況をモニターし、把握している。 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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（様式第 6） 

規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 

① 医療機器安全管理責任者の配置状況  
   有・無 

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況  
     年６６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

 

① 全職員を対象とした「診療の安全に関する研修（第１期） ガバナンス」 

において、「中心静脈カテーテル接続部の脱着時に発生した空気塞栓」をテーマに、資料を

用いて説明を行った。 

（３７回開催） 

① 全職員を対象とした「診療の安全に関する研修（第２期）医療倫理」において、「医療機

器の研修の必要性―ＮＰＰＶの基本―」をテーマに、資料を用いて説明を行った。 

（２９回開催） 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 

 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 

 ・ 保守点検の主な内容：保守点検はメーカーに依頼しており、メーカーが指定している各機器の

点検内容に準じて実施。 
 
 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

PFI事業部であるＭＥセンターが情報収集及び注意喚起を医療機器安全管理責任者及び関係部署

へ報告し、適宜関係部署の責任者へ周知またはメールで連絡をして対応している。 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
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（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 

医療安全管理責任者が医療安全管理委員会（ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会）に出席し、医療安全管理部門、
医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の統括している。 
また、ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会には、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者
及び医療機器安全管理責任者が出席し、医療安全管理責任者が各々の懸案事項の報告を受けている 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ２名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品安全管理者の指示の下、医薬品情報室が中心となり、医薬品の添付文書の情報のほか，医薬品

医療機器総合機構からのメール受信（医薬品医療機器情報配信サービス）、医薬品製造販売業者、行

政機関，学術誌等からの情報を広く収集し、管理している。また、定期的に「薬剤部からのお知らせ」

等を発行・配布するとともに、院内ホームページに掲載し周知している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

禁忌、未承認医薬品等の使用状況を把握し、薬事委員会で集計した結果を院内に周知している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：  （所属：臨床医療管理部，職種 薬剤師） 
 
④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：年２回、説明書の記載項目のサンプリング監査を行い、不足な記載項目について、チェックリスト

形式の標準化された説明書への移行を促した。 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

・初期研修医の記載については経験７年以上の指導医が内容の確認及び指導を行っている 

 ・診療録の量的監査については全例について記載されていることを確認している 

 ・診療録の質的監査についてはサンプリングによる監査を年２回行い、結果を各診療グループにフ

ィードバックしている 

 ・入院死亡患者については全例 M&M 委員会で検証を行っている 

 ・インフォームドコンセントについては ISO・医療業務支援部が年 2回、監査を行い、結果を 

各診療グループにフィードバックしている 
 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 
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・所属職員：専従（４）名、専任（０）名、兼任（２）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（２）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

  ・医療事故防止のための調査、分析、指導及び教育 

  ・医療事故発生に伴う調査、分析、指導 

  ・医事紛争支援 

  ・医療サービスの向上のための企画及び教育 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に

係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 

 当院ではｼﾞｪﾈﾗﾙ･ﾘｽｸ・ﾏﾈｰｼﾞｬｰ（GRM）として、次の要件を満たしている。 

・医師、歯科医師、薬剤師又は看護師の内野いずれかの資格を有している。 

・医療安全に関する必要な知識を有している。 

・本院の医療安全部門(臨床医療管理部)に所属している。 

・本院の医療安全管理委員会（ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会）の構成員に含まれている。 

・医療安全対策推進に関する業務に専ら従事している。 

・医療施設において6年を超える臨床経験を有している。 

・必要な研修、教育及び安全管理業務や医療の質改善業務の実地経験を有している。 

 

※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に

ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

 

 ・医療安全発信文書として、医療安全管理委員会において定める。 

  例）医師は、中心静脈カテーテル挿入時は看護師に声をかける。 

看護師は、中心静脈カテーテル挿入時は協働して介助につく。 

 ・医療安全に係る研修時にアンケートを実施し、従事者の医療安全の認識についてモニタリングて

いる。 
 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（有・無） 

 

・活動の主な内容： 

 ・新規医療技術の企画を審査する。 

 ・新規医療技術の実施を審査する。 

 ・新規医療技術実施報告をうけ、当該技術が当院において安全に施行することが定着したか評価す

る。 など 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（有・無） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（有・無） 
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・活動の主な内容： 

 

・担当部門：T-CReDO 臨床研究推進センターサイト管理ユニット安全管理・指導部門 

・「未承認薬等の臨床使用」に関する手順書の作成 

・「筑波大学附属病院臨床研究倫理審査委員会」における審査の実施 

・審査委員会で認められた「未承認新規医薬品」の使用状況の把握と集計結果の周知 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年１回 

・活動の主な内容： 

 以下の項目についての監査を実施した。 

 ・・医療法施行規則改正に伴う特定機能病院新承認要件の対応状況 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 病院ホームページ上にて公開している。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柳田 国夫 東京医科大学

茨城医療セン

ター副院長 

 医療に係る安全管

理又は法律に関す

る識見を有する者

その他の学識経験

を有する者 

有・無 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

宮本 恭子 リレー・フォー

・ライフ・ジャ

パン茨城実行

委員会実行委

員長 

 医療を受ける者そ

の他の医療従事者

以外の者 

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

佐藤総一郎 国立大学法人

筑波大学監事 

 医療を受ける者そ

の他の医療従事者

以外の者 

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
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⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年１８１件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年２７３件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 オカレンス報告として、全例の報告をうける。特に重要な事象は原因を分析し、再発防止策を立案

する。 

 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況   実施無し 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

患者やその家族の方からの疾病に関する医学的な質問、生活上及び入院上の不安など、様々な相談に

対応する窓口（患者相談受付）を、以下のとおり設置している。  

相談内容としては、医療福祉、在宅移行・転院調整・退院支援、がん、看護、栄養、こころ、苦情、

診療費、薬剤、カルテ開示、リハビリ等で医療の質と安全に関する相談窓口を兼ねている。相談に当

たり、院内の各部門と密接に連携の上、実施している。 

 

相 談 日： 月曜日～金曜日（休日は除く） 

  受付時間： 8時 30 分～17 時 00 分 

  設置場所： けやき棟 1階 11番窓口（入退院センターの隣） 

  担 当 者： 医療メディエーター及び医療関係団体等が実施する医療対話仲介者の養成を目的と

した研修を修了した者 

 

責 任 者:  医療連携患者相談センター部長 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

 テーマ「ガバナンス」として実施し、特定機能病院新承認要件と、当院の対応状況について 

 全職員に教育及び周知した。 
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⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

 管理者(病院長） 

 第 2 回病院長塾受講済（H29 年１月） 

医療安全管理責任者 

 国立大学附属病院リスクマネージャー研修受講済（H16） 

 医療安全に関するワークショップ（特定機能病院）受講済（H17） 

 医療安全管理者養成講習会受講済（H22） 

 平成 28 年度医療安全に関するワークショップ受講済 

第 2回病院長塾受講済（H29 年１月） 

医薬品安全管理責任者(薬剤部長） 

 平成 27 年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H27 年 6 月） 

       平成 28年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H28 年 7 月） 

     平成 29年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H29 年 6 月） 

医療機器安全管理責任者(医療機器管理センター長） 

 医療機器安全管理責任者研修会（日本臨床工学技士会）受講済み（H28 年 12 月） 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月 

1日の員数を記入すること） 
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(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

項 目：一般病院２及び副機能（精神科病院） 

評価機関：公益財団法人日本医療機能評価機構   

     受審日： 平成28年8月29日及び30日  認定日： 平成29年2月3日 条件付認定 

     認定期間：平成28年9月24日～平成29年9月30日  ※平成29年9月  確認書類提出済。 

 

項   目：ISO9001 2008     評価機関：株式会社BSIグループジャパン   

発 効 日：平成28年3月9日    有効期限日：平成30年9月14日 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

広く社会に向けて、病院ホームページ、病院のご案内（病院概要）及び病院広報誌にて、本

院の診療指標、各診療科の取組みをＷＥＢや紙媒体にて情報発信しています。 

また、本院では市民公開講座等を通して陽子線治療やがん治療等の情報を定期的に発信する

など高度医療の啓発活動に努めています。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

院内コンサルテーションマニュアルにより他科の専門医に診察の依頼ができる体制が整って

おり、複数の診療科が連携して高度な医療を提供できる。 
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(様式第 8) 

                                                          筑大病品安第17-128号  

平成２９年１０月 ５日  

 

  厚生労働大臣        殿 

 

開設者名 国立大学法人筑波大学長 永田 恭介  (印) 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
既に受講済みの研修 
 
管理者(病院長)  
第 2 回病院長塾受講済（H29 年１月） 

医療安全管理責任者 
国立大学附属病院リスクマネージャー研修受講済（H16） 
医療安全に関するワークショップ（特定機能病院）受講済（H17） 
医療安全管理者養成講習会受講済（H22） 
平成 28 年度医療安全に関するワークショップ受講済 
第 2 回病院長塾受講済（H29 年１月） 

医薬品安全管理責任者(薬剤部長） 
平成 27 年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H27 年 6 月） 

  平成 28 年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H28 年 7 月） 
 平成 29 年度医薬品安全管理責任者等講習会（日本病院薬剤師会）受講済（H29 年 6 月） 
医療機器安全管理責任者(医療機器管理センター長） 
医療機器安全管理責任者研修会（日本臨床工学技士会）受講済み（H28 年 12 月） 

 
 
 
 
なお、今年度の研修受講は未定である（平成 29 年 10 月 1 日現在）。 
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2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（４）名、専任（０）名、兼任（２）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（２）名 
 うち薬剤師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（０）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（０）名 
 
 
 
 
3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
平成 29 年 4 月 1 日にて、薬剤師 1 名を専従にて配置しているので、現時点で今後の追加配

置は予定していない。 
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